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改定履歴
表示事項の更新については、www.beckman.com/techdocsを ご覧いただ き お客様の装置
の最新バージ ョ ンのマニ ュ アルま たはシ ス テ ムヘルプを ダ ウ ン ロ ー ド し て く だ さ い。
AE版、2019年4月
以下のセ ク シ ョ ンが更新 さ れま し た：第1章, Specifications。
AF版、2019年10月
以下のセ ク シ ョ ンが更新 さ れま し た：第1章, 摩擦減少シ ス テ ム (FRS)、表 1.1, ロ ー タ の
完全名 と 短縮名、表 1.2, Avanti J-HC遠心機で使用可能な ロ ー タ 、第2章, 準備、第2章, 
ロ ー タ の選択、表 3.1, 診断 メ ッ セージ一覧。
AG版、2021年04月
以下のセ ク シ ョ ンが更新 さ れま し た：RoHS指令; 第1章, 機能キー ; 第1章, 仕様; 第2章, 手
動遠心; 第2章, 加速時間 と 減速時間の入力。
AG版、2022年09月
以下のセ ク シ ョ ンが更新 さ れま し た：は じ めに, マルチ コ ンプ ラ イ ア ン ス の ラ ベル。
注記：最新バージ ョ ンに含まれ る変更は、修正ページの余白にバーに よ る テ キ ス ト 形
式で示 し てい ます。
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安全性の注意
取扱説明書を全て読み、装置を実際に操作す る前にBeckman Coulterの訓練を受けた技
師へ相談 し て く だ さ い。 すべての説明を注意深 く 読ま ない限 り 、いかな る手順 も 実行
し ないで く だ さ い。製品の ラ ベル表示事項を遵守 し 、製造者の推奨に従っ て く だ さ い。 
いかな る場合で も 手順に関 し て不明な点が生 じ た場合は、Beckman Coulterの担当者に
ご連絡 く だ さ い。

警告、注意、重要および注記のア ラー ト

警告
「警告」は、実際に発生する と 致死や重度の傷害を招 く 可能性のある潜在的

に危険な状況を示 し ます。 

注意
「注意」 と は、避け られなかっ た場合に軽度または中程度の傷害を招 く 可能

性のある危険な状況を示 し ます。また、安全でない行為に対 し て注意を促す
ために使用 さ れる場合も あ り ます。 

注 「注記」は、本装置の設置、使用または修理時に従 う べき重要な情報に注意を喚起するため
に使用 し ます。

取 り 付けおよび メ ン テナンスにおける安全上の注意

こ の装置はBeckman Coulter現地サービ ス技師担当者に よ っ て据え付け ら れ る よ う 設計
さ れてい ます。 Beckman Coulterの認定する技師以外に よ っ て設置 さ れた場合、本装置の
保証は無効 と な り ます。
本装置のカバーを取外す必要があ る サービ ス は、感電事故や怪我の リ ス ク を持つ部分
を露出する 可能性があ り ます。 電源ス イ ッ チが切 ら れ、コ ン セン ト か ら 電源プ ラ グ を
抜 く こ と で装置が主電源か ら 切断 さ れてい る こ と を確認 し た う えで、有資格の担当者
に整備作業を依頼 し て く だ さ い。
遠心機を所定の位置に固定する ため、固定シ ス テ ム を必ず使用 し て く だ さ い。 固定シ
ス テ ムは主 ロ ー タ が災難に遭っ た場合に、装置を動か し た こ と に よ る 怪我や損傷を起
こ る こ と を減少す る よ う 設計 さ れてい ます。
本遠心機専用コ ン ポーネン ト を別の部品 と 交換 し ないで く だ さ い。
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安全性の注意
電気安全  
電気安全

感電の リ ス ク を軽減する ため、本装置は、3線ま たは5線式電気コー ド と 接地用プ ラ グ
を使用 し てい ます。 こ の安全機能を保持する には以下の点に注意 し て く だ さ い。
 • コ ンセ ン ト が正 し く 配線 さ れ接地処理 さ れてい る こ と を確認 し ます。 電源の電圧

が、遠心機に貼付 さ れた銘板の示す電圧に一致する こ と を確認 し ます。
 • 3 線を 2 線に変換する アダプ タ の使用は厳禁です。
 • 2 線の延長コ ー ド や、接地処理 さ れていない複数の 2 線コ ン セン ト の付いた延長

コー ド な どは絶対に使用 し ないで く だ さ い。
チ ャ ンバー ド アの上や近 く に液体の入っ た容器を セ ッ ト し ないで く だ さ い。 液体が こ
ぼれて遠心機内に浸入す る と 、電気系統ま たは機械部位の コ ン ポーネ ン ト を破損す る
可能性があ り ます。

火災に対する注意

本装置は、可燃性ま たは爆発性の蒸気を発生する よ う な、あ る いは危険な化学反応を
起 こ す物質を使用する よ う に設計 さ れてい ません。可燃性蒸気や爆発性蒸気を発生す
る物質（例えば ク ロ ロ ホルムやエチルアル コ ールな ど）は遠心 し ないで く だ さ い。ま
た、それ ら の物質を本装置の近 く で処理ま たは保管 し ないで く だ さ い。

機械面に関する安全性

本装置を安全に使用する ため、以下の点に留意 し て く だ さ い。
 • 本装置で使用する こ と を意図 し て設計 さ れたBeckman Coulter製 ロ ー タ や付属品のみ

を使用 し ます。
 • 使用中に ロ ー タ が最高定格速度を超えない よ う に注意 し ます。
 • ロ ー タ を絶対に手で減速・停止 さ せないで く だ さ い。
 • ロ ー タ の回転中に本装置を持ち上げた り 移動する こ と は厳禁です。
 • ロ ー タ の回転中に ド アの イ ン タ ー ロ ッ ク シ ス テ ム を無効にする操作は絶対に避け

て く だ さ い。
 • 本装置の稼動中には装置に も たれた り 、装置の上に物を置いた り し ないで く だ さ

い。
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安全性の注意
化学的および生物学的安全性  
化学的および生物学的安全性

通常の操作では、病原性、毒性、ま たは放射性の溶液やテ ス ト サンプルを扱 う 可能性
があ り ます。 必要な全ての安全性についてのご注意を従わない限 り 、その種の物質は
こ の遠心機で使用 し てはいけ ません。
 • 使用前に元の溶液の容器に記述 さ れてい る注意事項を読み、全て厳守 し て く だ さ

い。
 • 体腔液は疾病の感染につなが る ので細心の注意を も っ て扱っ て く だ さ い。 体腔液に

微生物が含まれない こ と を確実に保証で き る 試験は現時点ではあ り ません。 B型肝
炎お よ びC型肝炎お よ びHIV（I～V）ウ ィ ルス、非定型抗酸菌、全身性真菌症な ど感
染力の特に強い病原菌の場合、大気中浮遊粒子に対する保護を さ ら に強化す る必
要があ り ます。 他の感染性のサンプルは、各研究所の適切な手順 と 方法に従っ て取
り 扱い、疾病の蔓延を回避 し て く だ さ い。検体が こ ぼれ る と 、粒子や噴霧を生 じ
る可能性があ る ため、粒子や噴霧の汚染に対する安全性についてのご注意を厳守
し て く だ さ い。 適切な安全性についてのご注意に よ っ て安全性を確保 し ない限 り 、
本装置で毒性、病原性、放射性の物質を遠心分離 し てはな り ません。 リ ス ク レベル
IIの材料（世界保健機関のLaboratory Biosafety Manual（実験室バ イ オセーフ テ ィ 指
針）に規定 さ れてい る）を扱 う 際にはバ イ オセーフ テ ィ 封 じ 込めを行 う 必要があ
り ます。高い レベルのグループの物質には複数レベルの保護が必要です。

 • 全ての溶液廃棄は、環境衛生お よ び安全性に関する 適切な指針に従っ て処理 し て
く だ さ い。

Beckman Coulter現地サービ ス技師に修理を依頼する 前に、必ず装置 と ア ク セサ リ の汚
染除去を行っ て く だ さ い。

RoHS指令

こ れ ら の ラ ベルお よ び材料申告表（危険物質名お よ び濃度）は中華人民共和国電気産
業基準 SJ/T11364-2006「電気情報製品に よ る 汚染制御の表示」に遵守 し てい ます。

China RoHS Caution Label（中国RoHS注意 ラ ベル）— こ の ラ ベルは電子情報製品が特定の毒
性ま たは危険物質を含んでい る こ と を示 し ます。 中央の数字は環境保護使用期限

（EFUP）の日付であ り 、製品を操作で き る西暦年を示 し ます。 EFUPの期限が切れ る と 、
製品を直ちに リ サ イ ク ルする必要があ り ます。 周回矢印は製品が リ サ イ ク ルで き る こ
と を示 し ます。 ラ ベルま たは製品の日付コー ド は、製造日付を示 し ます。
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安全性の注意
RoHS 指令  
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は じ めに

認定

Beckman Coulter Avanti J-HC遠心機はISO 9001:2008、お よ びISO 13485:2003の、両方の認証を
保持する施設で製造 さ れてい ます。 こ れ ら の装置は（Beckman Coulter製 ロ ー タ と 併用 し
た場合のみ）、適用 さ れ る規制機関に よ る 研究施設への要求事項を遵守 し て設計 さ れ、
テ ス ト さ れてい ます。 製品の適合宣言お よ び合格証についてはwww.beckman.comを ご覧
く だ さ い。

マニ ュ アルの範囲

本書では、Avanti J-HC遠心機 と その機能、仕様、操作、操作者に よ る 日常の手入れ と メ
ン テナン ス に関 し て説明 し ます。 Beckman Coulterでは、遠心機の操作や メ ン テナン ス を
行 う 前に、本書の全体（特に安全性の注意や全ての安全性に関連 し た情報）に目を通
す よ う お勧め し ます。
 • 第1章, 説明では、遠心機の仕様 と 、操作の コ ン ト ロ ールや イ ン ジ ケー タ な ど、遠心

機の物理的お よ び機能的特徴を説明 し てい ます。 
 • 第2章, 操作では、遠心機操作手順を説明 し てい ます。
 • 第3章, ト ラ ブルシ ューテ ィ ン グは、起 こ り 得 る故障 と 、考え ら れ る原因お よ び推奨

さ れ る対応策を一覧表示に し て提供 し ます。
 • 第4章, 手入れ と メ ン テナン ス では、操作者に よ る日常の手入れ と メ ン テナン ス につ

いての説明 と と も に、消耗品お よ び交換部品の一覧を提供 し ます。
 • 付録A, 据付前の要件は遠心機に必要な取 り 付け空間 と 電源に関する 要件を説明 し ま

す。
 • 付録B, 温度のキ ャ リ ブ レーシ ョ ン手順では、±1℃の温度制御が必要な場合に使用す

る手順を説明 し ます。
注 本書で指定 さ れた方法以外で遠心機を使用する と 、安全性 と 性能を損な う 可能性があ り ま

す。 また、Beckman Coulterが推奨する以外の装置 と の併用については、安全性が確認 さ れて
いません。 本書で推奨装置 と し て指定 さ れた以外の装置の使用は、ひ と えにユーザーの責任
においての使用 と な り ます。

表記規則

本書では、安全性な ど特に重要な情報を強調する ためにい く つかの記号が使用 さ れて
い ます。 こ れ ら の国際シ ン ボルマー ク は本装置上に も 表示 さ れてい る 場合があ り 、本
書の裏表紙に も 再現 さ れてい ます。
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はじめに
リ サイ クルに関する ラ ベル  
表記規則
本書では、キーやデ ィ ス プ レ イ な ど ユーザー イ ン タ フ ェース の コ ン ポーネ ン ト 名を、
以下の表記規則に よ っ て区別 し てい ます。
 • キー名（START（ス タ ー ト ）、STOP（ス ト ッ プ）な ど）お よ び表示名 と セ ッ ト ア ッ プ

フ ィ ール ド 名（TEMP°C（温度℃）やRotor:（ロー タ ：）な ど）は、 太字で表示 さ れま
す。

リ サイ クルに関する ラ ベル

1. 当該装置は2005年8月13日以降に ヨ ー ロ ッ パ市場に導入 さ れ
2. 当該装置は ヨ ー ロ ッ パ連合のいかな る 国であれ一般廃棄物収集シ ス テ ムで廃棄 し

てはな り ません。
電気装置の正 し い除染処理や安全な廃棄方法について、お客様が全ての法律を理解 し
従 う こ と が非常に大切です。 お使いのBeckman Coulter製品に こ の ラ ベルがついてい る 場
合、デバ イ ス の適切な収集、取 り 扱い、回収、 リ サ イ ク ル、お よ び安全な処分を行 う
引き 取 り プ ロ グ ラ ムに関 し て、取扱店ま たは最寄 り のBeckman Coulter営業所にご相談
く だ さ い。
こ の記号は欧州のWaste Electrical and Electronic Equipment（廃電気電子機器、WEEE）に
準拠する ために必要です。 製品に こ のマー ク が表示 さ れてい る場合は以下を意味 し ま
す。

A28219-AA
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は じ めに
マルチ コ ン プ ラ イ アンスのラ ベル  
マルチ コ ン プ ラ イ ア ン スのラ ベル

ま たは ま たは
こ の記号は下記コ ンプ ラ イ ア ン ス を示 し てい ます。
 • リ サ イ ク リ ン グ – 本書中の リ サ イ ク ル ラ ベルセ ク シ ョ ン を参照 し て く だ さ い。
 •   – 「CE」マー ク は製品がマーケ ッ ト に上市 さ れ る 前に評価 さ れてお り 、欧州連

合の安全、健康お よ び/ま たは環境保護要件に適合 し てい る こ と を示 し ます。

 •  — 「UKCA」マー ク は、製品が英国で上市 さ れ る前に評価を受け、英国の安全
性、健康お よ び/ま たは環境保護要件に適合 し てい る こ と を示 し ます。

 • 169502: こ の ラ ベルは米国国家認証試験機関（NRTL）に よ っ て機器が該当する 製品
安全基準に適合 し てい る も の と 認定 さ れた こ と を示 し てい ます。

 • RCMマー ク はオース ト ラ リ ア通信 メ デ ィ ア庁（ACMA）のEMC要求事項に準拠する
製品への使用を意図 し てい ます。
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第1章
説明

は じ めに

本セ ク シ ョ ンはAvanti J-HC遠心機コ ン ポーネ ン ト お よ びその機能を説明 し ます。 ま た、
シ ス テ ムの安全機能お よ び遠心機コ ン ト ロ ールお よ びデ ィ ス プ レ イ について説明 し ま
す。 ロ ー タ の説明については該当する ロ ー タ のマニ ュ アルを参照 し て く だ さ い。

遠心機の機能 と 安全機能

遠心機の機能
Avanti J-HC大容量遠心機* は、細菌、酵母お よ び哺乳類細胞のペレ ッ ト 成形を含む用途
に必要な遠心力を生成 し ます。 装置設計は、ブ ラ シ レ ス ス イ ッ チ型磁気抵抗駆動モー
タ ー、† FRS（摩擦減少シ ス テ ム）真空制御回路、温度制御シ ス テ ム、 ロ ー タ 検証シ ス テ
ムが搭載 さ れ、 さ ら に加速率お よ び減速率は選択可能です。 
手動お よ びプ ロ グ ラ ム操作が利用可能です。
 • 手動操作では、遠心前に個々の遠心パ ラ メ ー タ を操作者が入力 し ます。
 • プ ロ グ ラ ム操作の場合、各種運転パ ラ メ ー タ を入力 し 、保存 し て く だ さ い。運転

を実行する には、事前に設定 し たプ ロ グ ラ ム を呼び出 し 、開始 し ます。素早 く 正
確に同 じ 設定条件で運転を実行する こ と がで き ます。最大30個のプ ロ グ ラ ム を保存
で き ます。各プ ロ グ ラ ムには1つか2つの手順が含まれます。

ユーザー メ ッ セージお よ び/ま たは可聴信号が用意 さ れ、注意を必要 と する 状態を知 ら
せます。
ま た、遠心機の制御やデー タ 収集を行 う 場合、SpinTrace IIシ ス テ ム を使用 し て も 本遠
心機を操作する こ と が可能です。SpinTrace II ソ フ ト ウ ェ アは、PC上で実行で き、最大
30台の遠心分離機に接続で き ます。詳 し く は、Beckman Coulter営業員ま でお問い合わ
せ く だ さ い。

安全機能
Avanti J-HC遠心機は、最大高度2,000 m（6,252フ ィ ー ト ）の屋内で安全に動作する よ う に
設計 さ れ、テ ス ト さ れてい ます。

* Avanti J-HC ソ フ ト ウ ェ アおよび フ ァ ームウ ェ アの著作権 1999–2013 は Beckman Coulter, Inc. Brea, CA, 92821, 
U.S.A. が提供 し ています。

† 英国ハロゲー ト の Switched Reluctance Drives Limited 社から ラ イ セン ス を受けて製造
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説明
遠心機のシ ャーシ  
安全機能には以下が含まれます。
 • 電気機械式 ド ア ロ ッ ク シ ス テ ムは、回転する ロ ー タ と オペレー タ と の接触を防ぎ、

ド アが閉 じ て ロ ッ ク さ れていない限 り 遠心が始ま る こ と を防ぎ ます。 ド アはSTART
（開始）が押 さ れ る か、ま たはPOWER（電源）ス イ ッ チがオ フ にな る と ロ ッ ク さ れ

ます。
 • 鋼製ケース が ロ ー タ チ ャ ンバーを囲み滅多に起 こ ら ない ロ ー タ 損傷時にオペレー

タ への保護を提供 し ます。
 • 自動 ロ ー タ 認識シ ス テ ムは、加速中に遠心機に ど のBeckman Coulter ロ ー タ が取 り 付

け ら れたかを検出 し 、最大定格速度を上回る 速度で ロ ー タ が回転する こ と を防ぎ
ます。

 • 運転中は イ ンバ ラ ン ス検出装置がシ ス テ ム を監視 し 、 ロ ー タ の負荷が著 し く バ ラ
ン ス を失 う と 、自動的に運転が停止 し ます。

遠心機のシ ャーシ

ハウジ ング と ド ア
本装置のハ ウ ジ ン グは、アル ミ ニ ウ ム と 成形品の構造発泡材で作 ら れてお り 、ア ク リ
ル焼 き付けエナ メ ル仕上げが施 さ れてい ます。 ド アお よ び構造発泡材のカバーパネル
はポ リ エチレ ンエナ メ ル仕上げにな っ てい ます。コ ン ト ロ ールパネルは、被覆ポ リ
カーボネー ト 製保護オーバーレ イ で覆われてい ます。
ド アは装置の底部右正面にあ る フ ッ ト ペダルを踏む と 開き ます。最初に開 く と き、内
蔵 ト ーシ ョ ンバーに よ っ てアシ ス ト さ れます。 ド アが4分の3ほど開 く と 、ガ ス ス プ リ
ン グに よ っ て ド アの残 り の分が開き ます。 ド アは、サポー ト な し で引き続き開いた ま
ま にな り ます。
下記に示す よ う に、小 さ な ラ ベルが、 ヒ ン ジの上にあ る チ ャ ンバ ド アの左上側にあ り
ます。 こ の ラ ベルは、 ド ア を開いた り 閉 じ た り する と き に、手や指が ヒ ン ジ部分に置
かれてい る 場合に、指を挟む危険性があ る こ と を示 し てい ます。オペレー タ と 監視者
は、 ド ア を開閉す る と き に、 ヒ ン ジ部分か ら 手を放す よ う に注意する 必要があ り ます。

ド アの内側にあ る ゴ ムのブ ロ ッ ク は、 ド アが開いてい る と き に、 ロ ー タ の ウ イ ン ド
シール ド の蓋を掛け る ために用意 さ れてい ます。
停電時には、サンプルを回収す る ために ド ア ロ ッ ク を手動で ロ ッ ク 解除する こ と がで
き ます（第3章, ト ラ ブルシ ューテ ィ ン グ を参照 し て く だ さ い）。
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説明
遠心機のシ ャーシ  1
ロー タ チ ャ ンバー
ロ ー タ チ ャ ンバーはス テ ン レ ス ス チール製で耐腐食性です。チ ャ ンバの底部には、
ロ ー タ の ド ラ イ ブハブ と サー ミ ス タ が付いてい る こ と が確認で き ます。チ ャ ンバの開
口部の周 り のゴ ムガ ス ケ ッ ト はシー リ ン グ を確認 し ます。（装置ガ ス ケ ッ ト は大気中浮
遊粒子の生物学的封 じ 込め用 と し ては認定 さ れてい ません。）
遠心機の ド アのポー ト は、チ ャ ンバへの目視ア ク セ ス を提供 し てお り 、お客様が用意
し た ス ト ロ ボシ ス テ ム を使用 し て、 ロ ー タ 速度の確認を有効に し ます。詳細は、第4章
にあ る速度確認を参照 し て く だ さ い。

摩擦減少システム (FRS)
摩擦減少シ ス テ ム（FRS）は、機械的回転翼真空ポ ンプを使用 し て、チ ャ ンバの圧力を
約4分の1気圧（190 mm Hg）に軽減 し ます。 ロ ー タ の摩擦が高い レベルに達する 前にポ
ンプは遠心が開始 さ れ る と オンにな り ます。必要 と する真空レベルに達する と 、ポ ン
プはオ フ にな り ます。チ ャ ンバ内の真空は ロ ー タ の減速中自動的にベン ト さ れます。
FRSは、JS-4.2お よ びJS-4.2A ロ ー タ が回転 し てい る と き、無効に さ れます。

温度制御システム
温度制御シ ス テ ムは非CFCベース の冷却剤の循環に よ っ て冷却 さ れます。遠心機の電源
が入っ てい る状態で ド アが閉ま っ てい る場合、温度制御シ ス テ ムが起動 し ます。 
チ ャ ンバの温度は ロ ー タ チ ャ ンバー内のサー ミ ス タ に よ っ て継続的に監視 さ れます。
設定温度の±2℃の範囲で ロ ー タ の温度を維持する ために必要なチ ャ ンバ温度を シ ス テ
ムが計算 し ます。[OFF（オ フ）]減速設定が使用 さ れ る場合、減速中に温度が±4℃に制
御 さ れます。チ ャ ンバの温度は操作中に変動 し ますが、 ロ ー タ の大き い質量がサンプ
ルの温度を実質的に一定に維持 し ます。運転終了後、シ ス テ ムは引き 続き温度を制御
し 、サンプルの凍結や温度過昇（設定温度 よ り 4℃高い温度）を防ぎ ます。

温度過昇システム
過温度（過大温度）シ ス テ ムはフ レ キ シ ビ リ テ ィ 、サンプル保護、お よ びユーザーへ
の安全性を提供 し ます。 
 • 運転温度を設定 し 、最大温度を設定す る、 も し く は設定温度 よ り  4°C 高いデフ ォル

ト の最大温度を受け入れます。
 • 温度過昇設定に達 し た場合、運転を中断する か、続行する かを指定 し ます。 
 • 温度が50℃を超えて上昇 し た場合、シ ス テ ムは最大ブ レーキ を使用 し て常にシ ャ ッ

ト ダ ウ ン し 、回転を停止 し ます。
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説明
銘板  
駆動系
ド ラ イ ブ ス ピ ン ド ルは、ブ ラ シ レ ス で高 ト ル ク の ス イ ッ チ型磁気抵抗モー タ に よ っ て
直接に駆動 さ れます。装置の弾力性があ る サ スペン ジ ョ ンは加速お よ び減速中のサン
プルの妨害を最小に し 、遠心中に イ ンバ ラ ン ス が生 じ た場合に ド ラ イ ブシ ャ フ ト の損
傷を減 ら し ます。

銘板

銘板は装置の背面に固定 さ れてい ます。本機を接続する前に線間電圧が銘板の示す電
圧に一致す る かをチ ェ ッ ク し ます。ご使用の遠心分離機についてBeckman Coulterにお
問い合わせいただ く 場合には、必ずモデル番号 と シ リ アル番号をお伝え く だ さ い。

コ ン ト ロール と イ ン ジケー タ

電源ス イ ッ チ
電源ス イ ッ チ（コ ン ト ロ ールパネルの下部にあ る）は、2位置 ロ ッ カース イ ッ チ（[I（I）
]がオン、[O（O）]がオ フ）で、遠心機への電力を制御 し ます。 電源ス イ ッ チは回路ブ
レーカーで も あ り 、過負荷にな る と ト リ ッ プ し て電源が停止 し ます。チ ャ ンバーの ド
ア を開け る 前には電源ス イ ッ チをオンに し てお く 必要があ り ます。 

Control Panel (コ ン ト ロールパネル)
コ ン ト ロ ールパネル（図 1.1を参照 し て く だ さ い）は、 タ ッ チキーお よ びキーパ ッ ド を
通 し て実行パ ラ メ ー タ を入力す る ために使用 し ます。 パ ラ メ ー タ お よ び実値を設定す
る ための独立のデ ィ ス プ レ イ があ り ます。 
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説明
コ ン ト ロールと イ ン ジケータ   1
図 1.1  コ ン ト ロールパネル

実値デ ィ スプ レ イ
実値デ ィ ス プ レ イ （図 1.2）は、運転状況の実値を示 し ます。

図 1.2  実値デ ィ スプ レ イ

1. 実値デ ィ スプ レ イ

[ROTOR ID（ロー タ ID）] 取 り 付け られている ロー タ を示 し ます（表 1.1を参照 し て く だ さ
い）。

[SPEED（速度）] ロー タ の速度を1分間の回転数（RPM）または相対遠心力場で示 し
ます。これは特定の半径における遠心加速度の、標準重力加速度
に対する比（RCF × g）を表す用語です。

[TIME（時間）]  • 時間モー ド では、運転の残 り 時間が、時間・分単位で表示 さ れ
ます。[START（開始）]を押す と デ ィ スプ レ イの[TIME（時間）]
で カ ウン ト ダウンが始ま り 、0にな る と 減速が始ま り ます。 

 • [Hold（ホール ド ）]モー ド では、[START（開始）]が押 さ れてか
らの経過時間が表示 さ れます。 99時間59分が経過する と 、 タ イ
マーが0に リ セ ッ ト さ れ、引き続き経過時間がカ ウン ト さ れま
す。

 • g-秒モー ド では、ユーザーの入力 し たg秒モー ド （サン プルで
の合計蓄積遠心力） と g-秒モー ド 設定に到達する までの算出残
り 時間が表示 さ れます。 

[TEMP°C（温度）] ロー タ 温度を摂氏の度数で表示 し ます。温度は、1度単位で表示 さ
れ、設定温度の±2度以内にな り ます（温度平衡到達後）。ただ し 、
ロー タ を惰性運転で停止 さ せる、[OFF（オ フ）]減速設定が使用 さ
れている と き を除き ます。 この場合、温度は、±4℃で制御 さ れま
す。

START

ROTOR ID SPEED TIME

RPM

TEMPRPM/RCF

ROTOR

SPEED

TIME

TEMP

A/D

OPT

ROTOR:  JS-5.0 RPM
SPEED:  5000 RPM =      X G RCF
TIME:  00:20
TEMP:  20°C MAX TEMP : 29°C           YES

ACCEL:  MAX DECEL:  MAX

HR:MIN

CE

3

6

9

2

+

5

8

1

0

4

7

E
N
T
E
R

STOP.

HOLD

1

ROTOR ID SPEED RPM/RCF TIME HR:MIN TEMP
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説明
コ ン ト ロールと イ ン ジケータ   
設定画面
設定画面（図 1.3）には、パ ラ メ ー タ を入力する編集可能な フ ィ ール ド があ り ます。 画
面左側にパ ラ メ ー タ フ ィ ール ド 選択用の機能キーが6つあ り ます。画面右側にあ る6つ
の ソ フ ト キーは、オプシ ョ ン を選択す る のに使用 し ます。オプシ ョ ンは、ど の機能
キーを押 し たかに よ っ て異な り ます。ガ イ ド ラ イ ンに よ り 、各機能キーや ソ フ ト キー
か ら 各種キーに よ っ て制御 さ れ る表示 ラ イ ンに目を向け る よ う 指示 さ れます。セ ッ ト
ア ッ プ中や操作中、画面下部の メ ッ セージ ラ イ ンには、ヘルプ、情報 メ ッ セージや診
断 メ ッ セージが表示 さ れます。
遠心分離機の電源を入れ る と 、設定画面には最後に実行 さ れた運転のパ ラ メ ー タ が表
示 さ れます。

図 1.3  設定画面

表 1.1  ロー タ の完全名 と 短縮名

ロー タ の完全名
（設定画面の[Rotor（ロー タ ）]フ ィ ー

ル ド に表示 さ れる）

ロー タ の短縮名
（[ROTOR ID（ロー タ ID）]

および設定画面のソ フ ト キーのデ ィ
スプ レ イ で表示 さ れる）

JS-5.0
JS-3.4A-1250
JS-4.2
JS-4.2A
JLA-8.1000
JA-10

5.0
3.4A
4.2
4.2A
8.1000
10

1. 機能キー 2. メ ッ セージ ラ イ ン 3. ソ フ ト キー

Rotor :  JS-5.0 
Speed : - - -               RPM        =                x G 
Time :   00:00 
Temp :  25°C                              Max Temp : 29°C 

RPM 
RCF 

Accel :  MAX                   Decel :  

SPEED 

TIME 

TEMP 

A/D 

OPT 

ROTOR 

1 3

2
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説明
コ ン ト ロールと イ ン ジケータ   1
機能キー
[ENTER（エ ン タ ー）]ま たは他の機能キーを押す と 、入力 し たパ ラ メ ー タ が保存 さ れま
す。

[ROTOR（ロー タ ）] 使用する ロー タ を選択する際に押 し ます。[ROTOR（ロー タ ）]が押 さ
れる と 、ロー タ タ イ プのソ フ ト キーが表示 さ れます（JA：固定角度
ロー タ 、JS：ス イ ングバケ ッ ト ロー タ 、JLA：軽量固定角度ロー タ ）。 
ロー タ タ イ プのソ フ ト キーを押す と 、Avanti J-HCで使用可能な タ イ プ
のロー タ の リ ス ト が表示 さ れます。（ロー タ の短縮名が表示 さ れま
す。）

[SPEED（速度）] 運転速度（RPMまたはRCF × g）を入力する と きに押 し ます。 [RPM
（RPM）] と [RCF（RCF）]ソ フ ト キーを使用 し て設定モー ド を切 り 替え
（RPM/RCF）、キーパ ッ ド で速度設定を入力 し ます。取 り 付け られてい

る ロー タ の許容最大 RPM を上回る速度設定を入力 し た場合、ロー タ
の有効範囲内の速度を選択する よ う 指示する エ ラー メ ッ セージ と その
範囲が RPM または RCF で表示 さ れます。

[TIME（時間）] このキーを押 し てから キーパ ッ ド を使用 し て運転時間を入力 し ます。
[TIME（時間）]を押す と 、3つの時間モー ド のソ フ ト キーが表示 さ れ
ます：[HH:MM（時:分）]、[G-SEC（g秒）]、および[HOLD（ホール ド ）
]。 どのソ フ ト キーを押 し て も[TIME（時間）]の表示が点滅 し 、時間の
入力はキーパ ッ ド で行 う こ と を示 し ます。 
 • 時間運転（[HH:MM（時:分）]）— 運転時間を最大99時間59分まで

設定で き ます。分のフ ィ ール ド に59分を超えて入力する と 、シス
テムは自動的に時間 と 分に変換 し ます。時間設定が0まで カ ウン ト
ダウン さ れる と 減速が開始 し ます。[G-SEC（g-秒）]ソ フ ト キーを
押す と 、該当するg-秒の値が表示 さ れます。

 • g-秒a 運転（G-SEC）—g-秒値を入力可能で、システムは、その値に
到達するために必要な運転時間を計算 し ます。 ロー タ ご と に有効
なg-秒値は異な り ます。無効な値が入力 さ れた場合、ユーザー
メ ッ セージが表示 さ れます。計算 さ れた運転時間が0にな る と 、減
速が始ま り ますが、g-秒はロー タ の回転が停止する まで引き続き
蓄積 さ れます。
ある ロー タ での適切な分離を可能にするg-秒設定を知っ てお く と 、
ユーザーは、必要な時間を知ら な く て も、その分離設定を別の
ロー タ に複製 し た り 、同一ロー タ でサン プ ラ体積を変化 さ せる こ
と がで き ます。

 • 連続運転（[HOLD（ホール ド ）] —時間を指定せずに遠心する場合
はホール ド モー ド を使用 し ます。 デ ィ スプ レ イ には累積運転時間
が表示 さ れます。99時間59分に到達する と システムは0に リ セ ッ ト
さ れ、カウン ト を継続 し ます。ホール ド 遠心は[STOP（停止）]
キーが押 さ れる まで継続 し ます。
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説明
コ ン ト ロールと イ ン ジケータ   
キーパ ッ ド
キーパ ッ ド は、数値の運転パ ラ メ ー タ の入力やプ ロ グ ラ ム番号の入力に使用 し ます。
キーパ ッ ド には、0か ら 9のキーに加えて、[± .（プ ラ ス/マ イ ナス キー /小数点）] と [CE

（Clear Entry（入力のク リ ア））]キーがあ り ます。
[± .]キーは、 ロ ー タ 番号（例えば「8.1000」）入力の際に小数点を入力す る場合や、0℃
よ り 低い温度（例えば「–2℃」）を入力する 場合に使用 し ます。
[CE（Clear Entry（入力のク リ ア））]キーは有効な フ ィ ール ド のパ ラ メ ー タ を消去 し ます。 
ま た、[CE（Clear Entry（入力のク リ ア））]を押す と 、一部の診断 メ ッ セージ を消去で き ま
す。 [CE（Clear Entry（入力のク リ ア））]を押 し て も 診断 メ ッ セージが消去 さ れない場合は、
第3章, ト ラ ブルシ ューテ ィ ン グ を参照 し て く だ さ い。

[TEMP（温度）]  • 運転温度 (–10°C ～ +40°C) を入力 (キーパ ッ ド を使用) する際に押 し
ます。 

 • 最小許容設定温度は、設定速度 と 使用する ロー タ によ っ て異な り
ます。設定速度において ロー タ では到達で き ない温度が入力 さ れ
ている場合、[Temp°C（温度）]フ ィ ール ド が点滅 し ます。

 • 到達可能な最大ロー タ 温度は、運転中にチ ャ ンバ内で生成 さ れる
摩擦熱によ っ て異な り ます。低速運転または低い周囲温度では、
遠心分離機が高温に達 し ない こ と があ り ます。

 • 加速中に、システムによ っ てユーザーが入力 し たロー タ と は異な
る ロー タ が認識 さ れた場合、も し く は運転中に設定速度が変更 さ
れた場合、設定温度には到達で き な く な り ます。このよ う な場合
は、[Temp°C（温度）]フ ィ ール ド が点滅 し 、異な る温度を入力す
る よ う 指示 さ れます。

[A/D（A/D）] サン プルを保護 し つつ最適な分離を維持する加速度 と 減速度を入力す
る際に押 し ます。[A/D（A/D）]が押 さ れる と 、[Accel:（加速：）]
フ ィ ール ド が点滅 し 、加速設定を入力する よ う 求められます。 も う 一
度[A/D（A/D）]を押す と 、カーソルが[Decel:（減速：）]フ ィ ール ド に
移動 し ます。
使用可能な加速度は、最大のみです。 使用で き る減速度は、最大、低
速、時間（500～0 RPMまで1～10分）かつ、ブ レーキな し （off（オ
フ））です。ブ レーキな し （off（オ フ））設定は、ARIESロー タ には使
用で き ません。

[OPT（オプシ ョ ン）] 遠心機を プ ログ ラムモー ド にする際に押 し ます。プ ログ ラムモー ド で
は、後で使用するために メ モ リ に運転パラ メ ー タ を入力で き ます。最
大32個の手順プ ログ ラムを保存で き ます。

a. 回転 し ている ロー タ にあるサン プルに掛かる合計蓄積遠心力は（g- 秒単位で表現）、w2rt で指定 さ れます。
こ こ で、w は角速度（単位はラ ジア ン / 秒）、r は回転軸からの半径距離（単位は ミ リ メ ー ト ル）、および t は
運転時間（単位は秒）です。
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説明
仕様  1
システムキー

仕様

次のデー タ の う ち保証 さ れてい る数値は許容値 と 限界値の付記 さ れてい る数値に限 り
ます。 許容値が付記 さ れていない数値は保証 さ れてい ません。

[START（開始）] [ENTER（エ ン タ ー）]に続いて [START（開始）]を押す と 遠心が開始 さ
れます。 [START（開始）]は、[ENTER（エ ン タ ー）]を押 し た後、5秒以
内に押す必要があ り ます。） このキーの組み合わせは、減速プ ロセス
を中断 し て遠心分離を再開する場合に も用い られます。

[STOP（停止）] 減速設定に従っ て、運転を終了する際に押 し ます。ロー タ が減速する
間、[STOP（ス ト ッ プ）]キーが点滅 し ます。 ロー タ が完全に停止する
と 可聴音が1回鳴 り ます。[ENTER（エ ン タ ー）]を押 し 、[START（開
始）]を押す と 、減速を終了 し 、遠心分離を再開で き ます。

[ENTER（エ ン タ ー）] パラ メ ー タ を システム メ モ リ に保存する と き、および遠心分離を開始
する と きに押 し ます。遠心分離を開始するには、[ENTER（エ ン タ ー）
]を押 し てから、[START（開始）]を押す必要があ り ます）。

仕様 説明

Speed（速度）  • 設定速度
— 100～10,000 RPM（ARIESロー タ ：

1,000～10,000 RPM）、10 rpm単位で増減。または
据え付け型ロー タ 向け200 × gから最大値までの
RCF（10 × g単位で増減）

 • 速度制御
— 実際のロー タ 速度± 25 RPM。g力制御は速度を約

50 RPMの最近値に設定 し ます
時間  • 設定時間

— 1分～99時間59分（時間運転）、全体の遠心力効
果（g秒）、または連続（ホール ド ）

 • 時間表示
— 残 り の分析時間（時間運転）、g-秒設定、および

設定g-秒（g-秒運転）を累積するための残 り の時
間、または経過時間（持続運転）が表示 さ れま
す。
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説明
仕様  
温度  • 温度設定
— -10～+40℃（1℃単位で増減）

 • 温度制御
— 設定温度の±2℃（1,000～10,000 RPM）a

 • 温度表示
— 1℃刻みの実際のロー タ 温度

 • 周囲温度の範囲
— 15～40℃b

 • JLA-8.1000ロー タ を運転する50 Hz遠心分離機の周囲
温度範囲
— 15～38ºC

冷却流体 冷却剤R452A（HFO）
制限湿度 <95%（結露な し ）
摩擦減少システム（FRS） 190 mm（7.5イ ンチ）Hg
駆動定格電力 4馬力（3 kW）
加速  • すべてのロー タ で最大
減速  • 最大、低速、時間（500～0 RPM、1～10分）、または

オ フ（ブ レーキな し ）
 • ARIESロー タ の場合

— 最大、低速、時間
寸法  • 幅

— 71 cm (20 イ ンチ)
 • 奥行き

— 86 cm (34 イ ンチ)
 • 奥行き（背面パネルのエアダ イバー タ を含む）

— 102 cm (40.25 イ ンチ)
 • 高 さ （閉 じ た ド アの上まで）

— 86 cm (34 イ ンチ)
 • 高 さ （コ ン ト ロールヘ ッ ド の上まで）

— 116 cm (45.5 イ ンチ)
 • 高 さ （開けた ド アの上まで）

— 152 cm（59.9イ ンチ）
 • ド アの奥行き

— 6.1 cm（2.4イ ンチ）
 • ロー タ チ ャ ンバの直径

— 58.4 cm（23イ ンチ）
重量 300 kg（660 lb）
換気のための空間  • 側面

— 7.6 cm（3イ ンチ）
 • 戻る

— 16 cm (6.25 イ ンチ)

仕様 説明
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説明
使用で き る ロータ   1
使用で き る ロー タ

表 1.2に一覧で示 さ れてい るBeckman Coulter ロ ー タ のみをAvanti J-HC遠心機で使用で き
ます。 ロ ー タ の説明については各 ロ ー タ に同梱 さ れてい る 取扱説明書を参照 し て く だ
さ い。 ロ ー タ お よ びア ク セサ リ に関す る情報は、「Rotors and Tubes for J Series Centrifuges

（Jシ リ ーズの遠心機向け ロ ー タ お よ びチ ューブ）」（JR-IM）お よ び「High Performance, 
High Capacity Rotors, Tubes and Accessories Catalog（高性能、高容量 ロ ー タ 、チ ュ ーブお よ
びア ク セサ リ カ タ ロ グ）」（BR-8102）で も 参照で き ます。

表面仕上げ  • コ ン ト ロールパネル
— ポ リ カーボネー ト コーテ ィ ングオーバーレ イ を

伴 う ポ リ エステル
 • ド ア

— 上部表面のポ リ カーボネー ト オーバーレ イ。
エ ッ ジ部 と 下部表面のウレ タ ン塗装

 • その他の表面
— ア ク リ ル焼付エナ メ ル塗料

定常状態下における室内への最大熱
放散

6,900 Btu/hr（2.0 kW）

ノ イズレベル0.91 m（3フ ィ ー ト ）、
遠心機の正面で10,000 RPMの場合

≤ 60 dBa

電源 ク ラ ス I
据付（過電圧）分類 II
汚染度 2c

a. 加速や減速などの移行状態中に、ロー タ 温度がこの範囲から外れる こ と があ り ます。 [OFF（オ フ）] 減速設定
が使用さ れる場合、減速中に温度が ±4 ℃に制御 されます。

b. 遠心機は運転中チ ャ ンバ内部で発生する摩擦によ る影響を受け、周囲の温度を超え る場合があ り ます。 遠心
速度が低い場合や周囲温度が低い場合、遠心機は高い温度を達成で き ない場合があ り ます。

c. 通常は非導電性の汚染 し か発生 し ませんが、場合によ っ ては、結露によ っ て一時的に導電性を示す こ とが予
想 さ れます。

仕様 説明

表 1.2  Avanti J-HC遠心機で使用可能な ロー タ

ロー タ 形状 説明 最高RPM/
kフ ァ ク タ

最高RCF
（×g）、rmax

時

チ ューブの数
 x 
公称容量

ロー タ
マニ ュ アル
番号

JS-5.0
（ス イ ングバケ ッ ト ）

5,000
9,171

7,480 × g 4 × 2.25 リ ッ ト ル J-TB-084

JS-3.4A-1250（ARIES）
（ス イ ングバケ ッ ト ）

3,400
≥ 18,066

3,360 × g 6 × 1.25 リ ッ ト ル J-TB-080
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説明
使用で き る ロータ   
JS-4.2abc 
（ス イ ングバケ ッ ト ）

4,200
11,502

5,020 × g 6 × 1 リ ッ ト ル
336 RIAチ ューブ

J6-TB-007

JS-4.2A（ARIES）abc 4,200
11,502

5,020 × g 6 × 1 リ ッ ト ル
336 RIAチ ューブ

J6-TB-034

JLA-8.1000
（20°の角度に固定）

8,000
2,500

15,970 ⋅ g 6 × 1 リ ッ ト ル J-TB-073

JA-10
（25°の角度に固定）

10,000
3,610

17,700 × g 6 × 500 mL J-TB-006

a. 2000 年以前に製造 さ れた JS-4.2 および JS-4.2A ロー タは、Avanti J-HC で使用する前に変更する必要があ り ます。 詳細について
は、お近 く の Beckman Coulter オ フ ィ スまでお問い合わせ く だ さ い。

b. Avanti J-HC で使用するために新 し い JS-4.2 または JS-4.2A ロー タ を購入 し たお客様は固定キ ッ ト （367045）も購入する必要が
あ り ます。

c. JS-4.2 および JS-4.2A ロー タ で使用可能なマ イ ク ロ プ レー ト キ ャ リ ア（358682）は、Avanti J-HC では使用で き ません。 円形バ
ケ ッ ト （368575）は、これらのロータ がこの遠心機で運転 さ れている と きに使用する必要があ り ます。

表 1.2  Avanti J-HC遠心機で使用可能な ロー タ (続き)

ロー タ 形状 説明 最高RPM/
kフ ァ ク タ

最高RCF
（×g）、rmax

時

チ ューブの数
 x 
公称容量

ロー タ
マニ ュ アル
番号
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第2章
操作

は じ めに

本章では、詳細な遠心機の操作手順を説明 し ます。 本章の冒頭にあ る操作の概要を見
て必要なセ ク シ ョ ン を ご利用 く だ さ い。 こ の遠心機の経験が豊富なユーザーは、サマ
リ ーにあ る 操作手順の要約か ら 読み始めていただいて結構です。

警告
通常の操作では、病原性、毒性、または放射性の溶液やテス ト サン プルを扱
う 可能性があ り ます。 体腔液は疾病の感染につながるので細心の注意を も っ
て扱っ て く だ さ い。 体腔液に微生物が含まれない こ と を確実に保証で き る試
験は現時点ではあ り ません。 B型肝炎およびC型肝炎およびHIV（I～V）ウ ィ
ルス、非定型抗酸菌、全身性真菌症など感染力の特に強い病原菌の場合、大
気中浮遊粒子に対する保護を さ ら に強化する必要があ り ます。 他の感染性の
サン プルは、各研究所の適切な手順 と 方法に従っ て取 り 扱い、疾病の蔓延を
回避 し て く だ さ い。サン プルがこぼれる と、粒子や噴霧を生 じ る可能性があ
るため、粒子や噴霧の汚染に対する適切な予防措置を厳守 し て く だ さ い。 
適切な安全性についてのご注意によ っ て安全性を確保 し ない限 り 、本装置で
毒性、病原性、放射性の物質を遠心分離 し てはな り ません。 リ ス ク レベルII
の材料（世界保健機関のLaboratory Biosafety Manual（実験室バイ オセーフ
テ ィ 指針）に規定 さ れている）を扱 う 際にはバイ オセーフ テ ィ 封じ 込めを行
う 必要があ り ます。高いレベルのグループの物質には複数レベルの保護が必
要です。
引火性の液体や蒸気の近 く で遠心機を使用 し た り 、引火性の液体や蒸気を遠
心機にかけた り し ないで く だ さ い。 遠心機の稼動中には装置に も たれた り 、
装置の上に物を置いた り し ないで く だ さ い。

Avanti J-HC運転手順の概要

室温以外の温度で運転す る場合、運転を開始する前に ロ ー タ を必要な温度ま で予冷ま
たは予熱 し て く だ さ い。

手動遠心

1 電源ス イ ッ チを入れます（I）。 

2 フ ッ ト ペダルを踏んでチ ャ ンバーの ド ア を開 き ます。
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3 該当する ロ ー タ ーマニ ュ アルの指示に従っ て ロ ー タ ーを取 り 付け、チ ャ ンバーの
ド ア を し っか り 閉 じ ます。

4 [ROTOR（ロー タ ）]を押 し 、 ソ フ ト キーで ロ ー タ タ イ プ と ロ ー タ 名を選択 し ます。

5 [SPEED（速度）]を押 し て、 ソ フ ト キーで[RPM]ま たは[RCF]モー ド を選択 し 、キー
パ ッ ド を使用 し て運転速度（100～10,000 RPM、ARIES ロ ー タ の場合は1000～
10,000 RPM）を入力 し ます。

6 [TIME（時間）]を押 し て、 ソ フ ト キーで時間モー ド （[HH:MM]、[Hold（ホール ド ）]ま
たは[G-SEC]）を選択 し 、キーパ ッ ド を使用 し て運転時間ま たはg秒値を入力 し ます。 

（[Hold（ホール ド ）]モー ド では値を入力 し ません。）

7 [TEMP（温度）]を押 し 、キーパ ッ ド を使用 し て必要な運転温度を入力 し ます。

8 [A/D]を押 し 、次に[MAX（最大）] ソ フ ト キーを押 し ます（ARIES ロ ー タ の場合は[MAX
（最大）]設定のみを使用で き ます。） ま たは、 こ の手順を ス キ ッ プ し て、初期設定の

加速度（[MAX（最大）]）を受け入れます。

9 [A/D]を押 し 、次に[MAX（最大）]、[SLOW（低速）]、[TIME（時間）]、ま たは[OFF（オ
フ）]の ソ フ ト キーを押 し ます（ARIES ロ ー タ の場合は[OFF（オ フ）]設定のみを使用
で き ます）。 （ま たは、 こ の手順を ス キ ッ プ し て、初期設定の減速度（[MAX（最大）
]）を受け入れます。

10 全てのパ ラ メ ー タ が正 し く 、 ド アが閉 じ ら れてい る こ と を確認 し ます。[ENTER（エ
ン タ ー）]を押 し てか ら [START（開始）]を押 し ます。

11 運転の残 り 時間がゼ ロ にな る ま で待つか、[STOP（停止）]を押 し て運転を終了 し ま
す。

12 ロ ー タ ーが停止 し た ら 、フ ッ ト ペダルを踏んでチ ャ ンバーの ド ア を開 き ます。

プ ログ ラム遠心

1 電源ス イ ッ チを入れます（I）。 
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2 フ ッ ト ペダルを踏んでチ ャ ンバーの ド ア を開 き ます。

3 該当する ロ ー タ ーマニ ュ アルの指示に従っ て ロ ー タ ーを取 り 付け、チ ャ ンバーの
ド ア を し っか り 閉 じ ます。 

4 [OPT（オプシ ョ ン）]を押 し 、キーパ ッ ド を使用 し てプ ロ グ ラ ム番号を入力 し ます。

5 全てのパ ラ メ ー タ が正 し く 、 ド アが閉 じ ら れてい る こ と を確認 し ます。[ENTER（エ
ン タ ー）]を押 し てか ら [STOP（停止）]を押 し ます。

6 手順1ま たは2が終了す る ま で待つか、[STOP（停止）]を押 し て運転を終了 し ます。

7 ロ ー タ ーが停止 し た ら 、フ ッ ト ペダルを踏んでチ ャ ンバーの ド ア を開 き ます。

準備

ロ ー タ マニ ュ アルの指示に従っ て、遠心分離を行 う ための ロ ー タ の準備を行い ます。 
ス イ ン グバケ ッ ト ロ ー タ を使用する場合は、シ ス テ ム を適切に動作 さ せる ために以下
の手順に従っ て く だ さ い。

1 該当する ロ ー タ のマニ ュ アルの指示に従っ て、1週間に1回 ロ ー タ の ピ ン（ま たはJS-
5.0 ロ ー タ のバケ ッ ト ピ ンの ソ ケ ッ ト ）に注油 し て く だ さ い。

2 6プ レース ロ ー タ （JS-3.4A-1250、JS-4.2、お よ びJS-4.2A）は、各測定中に3、4、ま た
は6つの負荷を含んでい る必要があ り ます。 2つの負荷を測定 し ないで く だ さ い。 （2
つの負荷を測定す る と 、診断のために遠心機が頻繁にシ ャ ッ ト ダ ウ ン さ れ る こ と
があ り ます。）
a. JS-3.4A-1250お よ びJS-4.2A ロ ー タ ：目分量で全ての負荷が同等の レベルにな る よ

う にバ ラ ン ス を取 り 、図 2.1に示す よ う にそれ ら を配置 し ます。 空のバケ ッ ト を
各未注入位置にセ ッ ト し ます。

b. JS-4.2 ロ ー タ ：各負荷を計量 し 、反対型の負荷が5 g以内にな る よ う にバ ラ ン ス を
取 り ます。 図 2.1に示す よ う に ロ ー タ 内の負荷を配置 し ます。 空のバケ ッ ト を各
未注入位置にセ ッ ト し ます。

3 4プ レースJS-5.0 ロ ー タ を使用する場合は、4つの負荷が全て25 g以内にな る よ う にバ
ラ ン ス が取れてい る こ と を確認 し ます。 4つの負荷を同時に測定する 必要があ り ま
す。
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図 2.1  6プ レーススウ ィ ングバケ ッ ト ロー タ の負荷の配置

注 負荷が図に示すよ う にロー タ 内に配置 さ れている場合、3、4、または6つの負荷を測定ご と
に遠心分離で き ます。 2つの負荷を測定 し ないで く だ さ い。

ロー タの取 り 付け
チ ャ ンバーの ド アの ロ ッ ク を解除 し て ド ア を開け る 前に、電源ス イ ッ チを オンに し て
お く 必要があ り ます。

1 電源ス イ ッ チを入れます（I）。
コ ン ト ロ ールパネルの イ ン ジ ケー タ ラ イ ト が点灯 し ます。

2 フ ッ ト ペダルを踏んで ド ア を開 き ます。
ド アが開き ます。

3 ロ ー タ 付属マニ ュ アルの指示に従い、 ロ ー タ を取 り 付け ます。 
ロ ー タ ーが駆動ハブの上に取 り 付け ら れてい る こ と を確認 し て く だ さ い。 

注意
ロー タ を駆動ハブの上に落と さ ないで く だ さ い。 ロータ を横向きに無理に設
置 し た り 、ハブの上に落下する と 、駆動軸が折れ曲がるおそれがあ り ます。 
ロー タ ーをハブの上に位置を合わせてから、慎重に下ろすよ う に し て取 り 付
けて く だ さ い。

4 ロ ー タ のふたの ノ ブ、ま たはふたのない ロ ー タ の固定 ノ ブを右（時計回 り ）に回
し て ド ラ イ ブ軸に し っか り と 取 り 付け ます。
注 ノ ブがゆっ く り と 回 り 、ね じ が有効でない こ と を感 じ た ら、ロー タ の ド ラ イ ブホール

ピ ンが遠心機のハブに正 し く 固定 さ れていない可能性があ り ます。ロー タ をハブの上
に持ち上げ、軽 く 回転 し て、再びロー タ をハブの上に下げます。 ノ ブ を締め付けます。
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5 チ ャ ンバーの ド ア を閉 じ ます。

注意
運転後も ロータ ーを遠心分離機に放置する場合は、次回運転を開始する前
に、ロー タ ーが駆動ハブに固定 さ れ、 ノ ブが し っか り 締められている こ と を
確認 し て く だ さ い。

マニ ュ アル操作

 • 機能キー（[ROTOR（ロー タ ）]、[SPEED（速度）]、[TIME（時間）]、[TEMP（温度）]、
[A/D]、ま たは[OPT（オプシ ョ ン）]を押す と 、パ ラ メ ー タ を入力ま たは変更で き る こ
と を示す該当する セ ッ ト ア ッ プ画面の フ ィ ール ド が点滅 し ます。 [ENTER（エ ン タ ー）
]ま たは別の機能キーを押すま で、フ ィ ール ド が点滅 し 続け ます。

 • [ENTER（エ ン タ ー）]を押す前に値を変更する には、[CE]を押 し て別の値を入力 し ま
す。 [ENTER（エ ン タ ー）]を押 し た後に値を変更する には、機能キーを再び押 し ます。

 • 無効な設定が入力 さ れ る と 、デ ィ ス プ レ イ が点滅 し 、該当する パ ラ メ ー タ の有効
な範囲が メ ッ セージ ラ イ ンに表示 さ れます。 別のパ ラ メ ー タ を入力する 前に、有効
なパ ラ メ ー タ を入力 し て[ENTER（エ ン タ ー）]を押す必要があ り ます。

ロー タの選択

1 [ROTOR（ロー タ ）]を押 し ます。
[Rotor:（ロー タ ：）]フ ィ ール ド が点滅 し 、 ロ ー タ タ イ プの略称 ソ フ ト キー（JA:

（JA：）固定角、JS:（JS：） ス ウ ィ ン グバケ ッ ト 、JLA:（JLA：）計量固定角）が表示 さ
れます。

2 適切な ソ フ ト キーを押 し て ロ ー タ ー タ イ プを選択 し ます。
選択 し た タ イ プの ロ ー タ の リ ス ト が表示 さ れます。 
ス ウ ィ ン グバケ ッ ト ロ ー タ が下に表示 さ れます。

a. 別の ロ ー タ タ イ プを選択する には、[ROTOR（ロー タ ）]を再び押 し て、別の ソ フ
ト キーを押 し ます。
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3 該当する ソ フ ト キーを押 し て ロ ー タ 名を選択 し ます。 
a. [ENTER（エ ン タ ー）]を押 し ます。

選択 し た ロ ー タ 名が[Rotor:（ロー タ ：）]フ ィ ール ド に表示 さ れます。

遠心速度の入力
遠心速度を、使用中 ロ ー タ の最大速度以内で入力 し ます（10,000 RPM最大）。 あ る いは
相対遠心力場 (RCF) の値を、使用 ロ ー タ で可能な最大 RCF 以内で入力 し ます。

RPM の入力

1 [SPEED（ス ピー ド ）]を押 し ます。
[Speed:（スピー ド ：）]フ ィ ール ド が点滅 し 、[RPM] と [RCF]の ソ フ ト キーが表示 さ れ
ます。 
[RPM] イ ンデ ィ ケー タ には、実値が点灯 し ます。

ROTOR

TIME

TEMP

A/D

OPT

ROTOR ID SPEED RPM/RCF TIME HR:MIN °CTEMP

Rotor :    JS-5.0
Speed :   --           RPM        =     --   x  G
Time :     00:00
Temp :    25°C              Max Temp : 29°C
Accel :   MAX                   Decel : MAX

RPM
RCF

RPM

SPEED
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2 キーパ ッ ド で必要なRPMを入力 し て、[ENTER（エ ン タ ー）]を押 し ます。
[Speed:（速度：）]フ ィ ール ド に速度が表示 さ れます。 
シ ス テ ムはRPMの入力値の最後の桁を四捨五入 し 、必要に応 じ て、その速度で ロ ー
タ にかか る gの力を計算 し て表示 し ます。

RCF の入力

1 [SPEED（ス ピー ド ）]を押 し ます。
[Speed:（スピー ド ：）]フ ィ ール ド が点滅 し 、[RPM] と [RCF]の ソ フ ト キーが表示 さ れ
ます。

2 [RCF] ソ フ ト キーを押 し ます。 
[RPM = - - × G]フ ィ ール ド が点滅 し ます。 

3 キーパ ッ ド で必要なRCFを入力 し て、[ENTER（エ ン タ ー）]を押 し ます。
 • [Speed:（速度：）]フ ィ ール ド にRCF と 該当するRPMが表示 さ れます。 
 • [RCF (× g)] イ ンデ ィ ケー タ に実値が点灯 し 、運転中に[RCF (× g)]が表示 さ れ る こ と

を示 し ます。 

Rotor :   - -
Speed : 5.000       RPM       =     7,480   x G
Time :    00:00
Temp :   25°C                              Max Temp : 29°C
Accel :   MAX                        Decel : MAX

RPM
RCF

SPEED

TIME

TEMP

A/D

OPT

ROTOR
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 • [ENTER（エ ン タ ー）] と [START（開始）]を押す と 、遠心機は計算 さ れたRPMで運転
し ます。

 • 取 り 付け ら れた ロ ー タ が到達で き ないRCF値を入力する と 、 ロ ー タ が到達可能
なRCF値の範囲を知 ら せる メ ッ セージが表示 さ れます。

遠心時間の入力
運転時間は、時間 と 分数ま たはg秒で入力で き ます。 [Hold (ホール ド )] モー ド は、連続運
転時に使用 し ます。

時間運転の入力

1 [TIME（時間）]を押 し ます。
[HH:MM]、[G-SEC]お よ び[HOLD（ホール ド ）]の ソ フ ト キーが表示 さ れます。

2 キーパ ッ ド を使用 し て必要な時間（最大99時間59分）を入力 し て、[ENTER（エ ン
タ ー）]を押 し ます。
[Time:（時間：）]フ ィ ール ド に入力 し た時間が表示 さ れます。 

3 次の機能キーを押すか、[ENTER（エ ン タ ー）]を押 し てか ら [START（開始）]を押 し ま
す。
 • 運転開始 と 同時に0へのカ ウ ン ト ダ ウ ンが始ま り 、[TIME（時間）]デ ィ ス プ レ イ

に残 り 時間が表示 さ れます。 
 • 59分以上の数値を入力する と 、[ENTER（エ ン タ ー）]ま たは別の機能キーを押 し

た後に、遠心機が自動的に時間 と 分数を再計算 し ます。
 • [TIME（時間）]デ ィ ス プ レ イ が0にな る と 、減速が開始 し ます。 

— 減速中は[TIME（時間）]デ ィ ス プ レ イ で[End（終了）]が点滅 し 、[STOP（停止）
]キーの イ ンデ ィ ケー タ ラ イ ト が点滅 し ます。

Rotor :   - -
Speed : 5,000        RPM       =     7,480   x G
Time :    00:20    g-sec = 2.93E09
Temp :   25°C                              Max Temp : 29°C
Accel :   MAX                        Decel : MAX

HH:MM
G-SEC
HOLD

SPEED

TIME

TEMP

A/D

OPT

ROTOR
PN J3HC(J)-IM-5AH    2-8



操作
マニ ュ アル操作  2
g秒運転の入力

1 [TIME（時間）]を押 し ます。
[HH:MM]、[G-SEC]お よ び[HOLD（ホール ド ）]の ソ フ ト キーが表示 さ れます。

2 [G-SEC]キーを押 し て、g秒モー ド を選択 し ます。
g秒 イ ンデ ィ ケー タEXP 00お よ びg秒）が[TIME（時間）]デ ィ ス プ レ イ に点灯 し ます。

3 キーパ ッ ド を使用 し てg秒値を入力 し ます。
 • [Time:（時間：）]フ ィ ール ド に入力値が表示 さ れます。 
 • 小数点 と Eは、入力 と 同時に自動的に表示 さ れます。
 •  ロ ー タ が到達で き ないg秒値を入力す る と 、別の値の入力を求め る メ ッ セージ

が表示 さ れます。

4 次の機能キーを押すか、[ENTER（エ ン タ ー）]を押 し てか ら [START（開始）]を押 し ま
す。
 • 遠心機が累積遠心力を計算 し て表示 し ます。 
 • 設定 し たg秒値に達す る と 、減速が開始 さ れます。
 • 減速中は、[STOP（停止）]キーの赤い イ ンデ ィ ケー タ ラ イ ト が点滅 し ます。 
 • ロ ー タ の回転が停止する ま で、g秒が蓄積 し 続け る ため、設定 し たg秒値 と 運転

終了時の実値が異な る場合があ り ます。 

連続（Hold）運転の入力

1 [TIME（時間）]を押 し ます。
[HH:MM]、[G-SEC]お よ び[HOLD（ホール ド ）]の ソ フ ト キーが表示 さ れます。
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2 [HOLD（ホール ド ）]キーを押 し て、[HOLD（ホール ド ）]モー ド を選択 し ます。 
[Time:（時間：）]フ ィ ール ド に[HOLD（ホール ド ）] と 表示 さ れます。

3 次の機能キーを押すか、[ENTER（エ ン タ ー）]を押 し てか ら [START（開始）]を押 し ま
す。
運転を開始する と 、[TIME（時間）]デ ィ ス プ レ イ で[HOLD（ホール ド ）] イ ンデ ィ ケー
タ ラ イ ト が点灯 し ます。 
運転経過時間が表示 さ れます。[STOP（停止）]を押すま で運転は続行 さ れます。

遠心温度の入力
遠心温度は-10～+40℃の範囲で設定可能です。 値を入力 し ない場合、最後に入力 し た温
度が使用 さ れます。

1 [TEMP（温度）]を押 し ます。
[Temp:（温度：）]フ ィ ール ド が点滅 し ます。

2 キーパ ッ ド を使用 し て必要な温度を入力 し ます。
[Temp:（温度：）]フ ィ ール ド に入力 し た温度が表示 さ れます。 

HR:MIN

Rotor :   JS-5.0
Speed :  5.000       RPM        =         0  x G
Time :    00:00
Temp :   25                             Max Temp : 29

HH:MM
G-SEC
HOLD

HOLD

Accel :   MAX                   Decel : MAX

SPEED

TIME

TEMP

A/D

OPT

ROTOR

Accel :   MAX                   Decel : MAX
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3 カー ソ ルを[Max Temp:（最高温度：）]フ ィ ール ド に移すには、[TEMP（温度）]キーを
再び押 し ます。
[Max Temp:（最高温度：）]フ ィ ール ド に入力 し た温度+4℃が表示 さ れ、[YES（はい）]
と [NO（いいえ）]の ソ フ ト キーが表示 さ れます。 
デフ ォ ル ト の最高温度は、設定 し た温度 ＋4°C です。 
設定 し た温度+2℃ か ら 44℃ま で、別の最高温度を指定で き ます。 
シ ス テ ム温度が 50°C に達す る と 、遠心分離機は必ずシ ャ ッ ト ダ ウ ン し ます。
ま た、最高温度に達 し た時にシ ス テ ム を シ ャ ッ ト ダ ウ ンす る か ど う か も 指定で き
ます。 

4 キーパ ッ ド を使用 し て別の最高温度を入力す る か、初期設定を受け入れます。

5 最高温度に達 し た時にシ ス テ ム を シ ャ ッ ト ダ ウ ンす る場合は[YES（はい）]を、最高
温度を超えて も シ ス テ ムの運転を許可する場合は[NO（いいえ）]を選択 し ます。
選択値（[YES（はい）]ま たは[NO（いいえ）]）が、[Max Temp:（最高温度：）]フ ィ ー
ル ド の右側に表示 さ れます。

加速時間 と減速時間の入力
遠心機は、勾配お よ びサンプル と 勾配の接触面を守 る ため、2つの加速度（1つはARIES
ロ ー タ 用） と 4つの減速度（3つはARIES ロ ー タ 用）の選択肢を提供 し てい ます。表 2.1で
は、 こ れ ら の比率を説明 し てい ます。 比率が選択 さ れていない場合、遠心機が自動的
に最大の加速度、減速度を使用 し て運転 し ます。

 YES
 NO

Rotor :   JS-5.0 
Speed :  5,000       RPM     =                   x G 
Time :    00:00
Temp :   20°C             Max Temp : 24°C   -  YES

Accel :   MAX                   Decel : MAX

SPEED

TIME

TEMP

A/D

OPT

ROTOR

Overtemp shutdown active? YES or NO

表 2.1  加速および減速の設定

設定 説明

Maximum acceleration
(最大加速)

ゼロRPMから設定ス ピー ド に到達する まで全 ト ルクが使用 さ れます。

Maximum deceleration
(最大減速)

設定ス ピー ド から0 RPMまで全ブ レーキ。 残 り わずかな RPM から 0 に
達する までは、試料の乱れを最小限に抑え るため、低ブ レーキが使
用 さ れます。
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マニ ュ アル操作  
減速

1 [A/D]を2回押 し ます（カー ソ ルが[Accel:（加速：）]フ ィ ール ド にあ る場合は、[A/D]を
1回押 し ます）。 
[Decel:（減速：）]フ ィ ール ド が点滅 し ます。 [MAX（最大）]、[SLOW（低速）]、[TIME

（時間）]、お よ び[OFF（オ フ）]の ソ フ ト キーが表示 さ れます。

2 該当する ソ フ ト キーを押 し ます。（[OFF（オ フ）]設定（ブ レーキ な し ）は、ARIES
ロ ー タ では使用で き ません。）
[MAX（最大）]、[SLOW（低速）]、ま たは[OFF（オ フ）]を選択する と 、選択が[Decel:

（減速：）]フ ィ ール ド に表示 さ れます。 
a. [TIME（時間）]を選択す る場合は、減速時間を入力する か、初期設定の10分の設

定を受け入れ、再び[A/D]を押 し ます。

遠心の開始

1 [ENTER（エ ン タ ー）]を押 し てか ら [START（開始）]を押 し ます。
 ([ENTER（エ ン タ ー）]を押 し てか ら  5秒以内に[START（開始）]を押す必要があ り ま
す。）

Slow deceleration
(低速減速)

設定速度から500 RPMまでは低 ト ルク。その後500から0 RPMまでが約2
分間。 500 RPMに減速する までの所要時間は、最大減速よ り 2倍近 く か
か り ます。 (正確な時間は使用する ロー タ ーの重量によ っ て異な り 、
ロー タ ーが大きいほど時間がも っ と かか り ます。)

Timed deceleration
(時間指定減速)

設定ス ピー ド から500 RPMまで全ブ レーキ。 500から0 RPMまでの減速
は、1～10分かか り ます（時間はユーザーが設定 し ます）。

Off (オ フ)
（ARIESロー タ では利

用で き ません）

ブ レーキは使用 さ れません。ロー タ は設定ス ピー ド から0 RPMに至る
まで惰走 し ます。 使用する ロー タ と 設定速度によ っ ては、最大1時間
かかる場合があ り ます。

表 2.1  加速および減速の設定 (続き)

設定 説明
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[START（開始）]キーの緑色の ラ イ ト が点滅 し 、 ロ ー タ が回転 し 始め ます。

遠心進行中のパラ メ ー タ変更
運転を停止する こ と な く 、運転中に新 し い設定を入力 し て[ENTER（エ ン タ ー）]を押す こ
と で、運転パ ラ メ ー タ （速度、時間、温度、加速、お よ び減速設定）を変更で き ます。

運転終了

1 運転を途中で終了する には、[STOP（停止）]を押 し ます。
ロ ー タ が完全に停止する ま で[STOP（停止）]の イ ンデ ィ ケー タ ラ イ ト （赤）が点滅
し ます。
時間運転では、[TIME（時間）]デ ィ ス プ レ イ が 0 に達す る と 、自動的に減速を開始 し
ます。 
g秒の運転では、g秒の設定に達する と 減速が開始 さ れます。 
注 診断が必要な状況によ り 、運転が停止 し た場合、診断 メ ッ セージが表示 さ れ、ロー タ

が完全に停止する まで[STOP（停止）]イ ンデ ィ ケー タ ラ イ ト （赤）が点滅 し ます。 診断
コー ド の説明および ト ラ ブルシ ューテ ィ ング手順については、表 3.1を参照 し て く だ さ
い。

プ ログ ラム操作

遠心機の内蔵 メ モ リ ーは、それぞれ最大2つの手順（各手順は一連の運転パ ラ メ ー タ ）
を含む最大30のプ ロ グ ラ ム を保存で き ます。 プ ロ グ ラ ムは、電源がオ フ にな っ て も メ モ
リ ー内に残 り ます。

新し いプ ログ ラムの作成

1 [OPT（オプシ ョ ン）]を押 し ます。
初期設定のシ ス テ ムパ ラ メ ー タ が表示 さ れ、[Prog Recall:（プ ログ ラム呼び出 し ：）]
フ ィ ール ド が点滅 し 、 メ ッ セージ ラ イ ンに[Enter program number (1–30)（プ ログ ラム番
号の入力（1-30））]が表示 さ れます。 

2 [OPT（オプシ ョ ン）]を再び押 し て、カー ソ ルを[Setup:（セ ッ ト ア ッ プ：）]フ ィ ール ド
に移 し ます。 
手順1のパ ラ メ ー タ の入力を求め る メ ッ セージが表示 さ れます。
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プ ログ ラム操作  
a. キーパ ッ ド を使用 し て こ の フ ィ ール ド にプ ロ グ ラ ム番号を入力 し 、[ENTER（エ
ン タ ー）]を押 し ます。
2 つの手順で構成 さ れ る プ ロ グ ラ ムが作成 さ れ、入力 し た番号が割 り 当て ら れ
ます。 

b. すでに別のプ ロ グ ラ ムに割 り 当て ら れた番号を入力 し た場合、そのプ ロ グ ラ ム
を上書きす る か、別のプ ロ グ ラ ム番号を選択 し ます。

3 手順1の運転パ ラ メ ー タ （ ロ ー タ 、速度、時間、温度、加速/減速設定）を入力 し ま
す。 

「Switch steps, save, or exit program mode（手順の切 り 替え、保存、またはプ ログ ラムモー ド
の終了）」の メ ッ セージが表示 さ れます。
a. プ ロ グ ラ ムが完了 し た ら 、[ENTER（エ ン タ ー）]を押 し ます。 
注 遅延開始を プ ログ ラムするには、手順1の時間に必要な遅延時間を設定 し 、手順1の速

度を0 RPMに設定 し ます。 手順2の運転パラ メ ー タ を入力 し 、手順2の時間を00:00よ り 大
きい値に設定 し ます。 手順1の設定時間が経過する と 、運転が開始 し ます。

4 1手順のみをプ ロ グ ラ ムする場合は、[SAVE（保存）] ソ フ ト キーを押 し てか ら [EXIT
（終了）] ソ フ ト キーを押 し 、プ ロ グ ラ ムモー ド を終了 し ます。

パ ラ メ ー タ ーは手順 1 に保存 さ れます。
手順 2 にユーザー入力の設定が含まれ る プ ロ グ ラ ム を上書きす る場合、それ ら の値
を変更する ま では保持 さ れます。 
a. 手順2の設定を確認する には、[STEP2（手順2）] ソ フ ト キーを押 し ます。

5 プ ロ グ ラ ム1に2つめの手順を追加する には、[STEP2（手順2）] ソ フ ト キーを押 し ま
す。

Rotor :   ---
Speed :  ---             RPM        =                   x G
Time :    00:00
Temp :   20             Max Temp : 24   -    YES     

STEP1
STEP2
SAVE
EXIT

Accel :   MAX                  Decel : MAX
Prog Recall:                    Setup:  1              Step #1
    

SPEED

TIME

TEMP

A/D

OPT

ROTOR

Enter parameters for the selected step

SPEED

TIME

TEMP

A/D

OPT

ROTOR

Accel :   MAX             Decel : 5 (mins)
Prog Recall:         Setup:  1                       Step #1

STEP1
STEP2
SAVE
EXIT

Rotor :  JS-5.0
Speed : 5,000     RPM        =   7,480      x G
Time :   00:20
Temp :  20             Max Temp : 24  -   YES

Switch steps, save, or exit program mode
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プ ログ ラム操作  2
6 手順 2 のパ ラ メ ー タ ーを入力 し ます。 
手順 1 と  2 のすべてのパ ラ メ ー タ ーは、選択 し たプ ロ グ ラ ム番号の下で保存 さ れま
す。
a. 変更を終えた ら [ENTER（エ ン タ ー）]を押 し ます。
b. いずれかの手順のパ ラ メ ー タ を確認す る には、[STEP1（手順1）]ま たは[STEP2

（手順2）]の ソ フ ト キーを押 し て、該当する 手順に切 り 替え ます。

7 プ ロ グ ラ ムが完了 し た ら [SAVE（保存）] ソ フ ト キーを押 し ます。
プ ロ グ ラ ムが保存 さ れます。

8 [EXIT（終了）] ソ フ ト キーを押 し てプ ロ グ ラ ムモー ド を終了 し ます。

プ ログ ラムの変更

1 [OPT（オプシ ョ ン）]を押 し ます。 
[Prog Recall:（プ ログ ラム呼び出 し :）]フ ィ ール ド が点滅 し 、[Enter program number (1–30)

（プ ログ ラム番号の入力（1–30））]の メ ッ セージが表示 さ れます。

2 [OPT（オプシ ョ ン）]を再び押 し て、カー ソ ルを[Setup:（セ ッ ト ア ッ プ：）]フ ィ ール ド
に移 し ます。 
a. 変更する プ ロ グ ラ ムの番号を入力 し ます。

[Setup:（セ ッ ト ア ッ プ：）]フ ィ ール ド にプ ロ グ ラ ム番号が表示 さ れます。 
プ ロ グ ラ ム を上書 きする ど う かを尋ね る メ ッ セージが表示 さ れます。 

Rotor :   JS-5.0
Speed :  5,000         RPM =   7,480  x G
Time :    00:20 
Temp :   20              Max Temp : 24   -   YES

STEP1
STEP2
SAVE
EXIT

Accel :   MAX              Decel : 5 (mins)
Prog Recall:               Setup: 1                 Step #2

SPEED

TIME

TEMP

A/D

OPT

ROTOR

Switch steps, save, or exit program mode
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プ ログ ラム操作  
[YES（はい）] と [NO（いいえ）]の ソ フ ト キーが表示 さ れます。

3 [YES（はい）] ソ フ ト キーを押 し ます。
手順 1 のパ ラ メ ー タ ーが表示 さ れます。

4 手順2の設定を表示する には、[STEP2（手順2）] ソ フ ト キーを押 し ます。
手順2のパ ラ メ ー タ が表示 さ れます。

5 該当する手順のパ ラ メ ー タ ーを変更 し ます。
新 し く 入力 し たパ ラ メ ー タ ーが表示 さ れます。 
a.  変更を終えた ら [ENTER（エ ン タ ー）]を押 し ます。 
b. も う 一方の手順 も 変更す る場合は、上記の手順を繰 り 返 し ます。

6 [SAVE（保存）] ソ フ ト キーを押 し て、両方のプ ロ グ ラ ム手順を保存 し ます。
手順 1 と  2 は、選択 し たプ ロ グ ラ ム番号の下で保存 さ れます。

7 [EXIT（終了）] ソ フ ト キーを押 し てプ ロ グ ラ ムモー ド を終了 し ます。

SPEED

TIME

TEMP

A/D

OPT

ROTOR

Accel :   MAX            Decel : 5 (mins)
Prog Recall:  -  -       Setup: 1                      Step #

YES
NO

Rotor :   JS-5.0
Speed :  5,000        RPM        =   7,480  x G
Time :    00:20
Temp :   20             Max Temp : 24    -   YES

Program number used,  overwrite Y/N?

SPEED

TIME

TEMP

A/D

OPT

ROTOR

Accel :   MAX          Decel : 5 (mins)
Prog Recall:           Setup: 1                      Step #1

STEP1
STEP2
SAVE
EXIT

Rotor :   JS-5.0
Speed :  5,000     RPM        =   7,480  x G
Time :    00:20
Temp :   20            Max Temp : 24    -   YES 

Switch steps, save, or exit program mode
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プ ログ ラムの実行

1 [OPT（オプシ ョ ン）]を押 し ます。
[Prog Recall:（プ ログ ラム呼び出 し ：）]フ ィ ール ド が点滅 し ます

2 キーパ ッ ド を使用 し て[Prog Recall:（プ ログ ラム呼び出 し ：）]フ ィ ール ド にプ ロ グ ラ
ム番号を入力 し ます。

3 [ENTER（エ ン タ ー）]を押 し てか ら [START（開始）]を押 し ます。

SPEED

TIME

TEMP

A/D

OPT

ROTOR

Accel :   MAX                Decel : 5 (mins)
Prog Recall: 1         Setup:                        Step #1

STEP1
STEP2
EXIT

Rotor :   JS-.5.0
Speed :  5,000     RPM        =   7,480   x G
Time :    00:20
Temp :   20            Max Temp : 24    -   YES

Enter program number (1–30) .
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第3章
ト ラ ブルシ ューテ ィ ン グ

は じ めに

本章では、起 こ り 得る故障お よ びその推定原因 と 対応策について説明 し ます。 メ ン テ
ナン ス手順については第4章, 手入れ と メ ン テナン ス に記述 さ れてい ます。 本書でカバー
さ れない問題については、Beckman Coulter現地サービ ス技師にご連絡 く だ さ い（米国
内でのサービ ス：1-800-742-2345、米国以外の場合は最寄 り のBeckman Coulter営業所にご
連絡いただ く かBeckman Coulterウ ェ ブサ イ ト www.beckman.comを ご覧 く だ さ い）。
注 Beckman Coulterの現地サービ ス技師によ る修理を依頼する前に、お客様の責任において本

装置およびロー タ や付属品の汚染除去作業を実行 し て く だ さ い。

ユーザ メ ッ セージ

ユーザー メ ッ セージは、本装置に関す る情報提供あ る いはユーザーに異常な状態への
注意を喚起する ため、セ ッ ト ア ッ プ画面上に表示 さ れます。 
 • 間違っ た入力ま たは操作条件に起因す るヘルプ メ ッ セージは[CE]を押 し 、 メ ッ セー

ジの指示に従 う こ と で ク リ ア さ れます。 
 • 異常な操作条件ま たは装置の誤作動に起因す る診断 メ ッ セージが表示 さ れた場合

は、 ト ラ ブルシ ュ ーテ ィ ン グの必要があ り ます。 問題の性質 と なん ら かの推奨 さ れ
る対処法を見つけ る には表 3.1を参照 し て く だ さ い。 推奨対策を講 じ た後 も 問題が
解決 し ない場合は、Beckman Coulter現地サービ ス技師1-800-742-2345（米国ま たはカ
ナダ）ま たは最寄 り のBeckman Coulter営業所ま でお問い合わせ く だ さ い。 現地サー
ビ ス技師に よ る問題の診断 と 解決が効率的に行われ る よ う にする ため、お客様の
方で可能な限 り 多 く の、次の よ う な情報の収集をお願い し ます。
— 診断番号 と メ ッ セージ
— 診断すべき 状態が発生 し た際の操作条件（使用 ロ ー タ 、速度、あ る いは ロ ー ド

の タ イ プ）、お よ び
— なん ら かの異常な環境条件や操作条件（周囲温度あ る いは電圧の変動な ど）。
注 表 3.1に用意 さ れた情報はユーザーガ イ ド で、包括的なチ ェ ッ ク リ ス ト ではあ り ませ

ん。
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ト ラブルシューティング
ユーザ メ ッ セージ  
表 3.1  診断 メ ッ セージ一覧

診断番号/
メ ッ セージ

問題 結果 推奨 さ れる対処方法

S1～S14/
System error

（システムエ ラー）

システム制御ソ フ ト
ウ ェ ア、EPROM、ま
たは RAM の問題

システムシ ャ ッ ト ダ
ウン

Beckman Coulter現地サービス技師にご連
絡 く だ さ い。a

P1/
Power failure, run 
continued (電源異
常、運転が再開 さ
れま し た)

一時的な電源異常：
ロー タ が完全に停止
し ていません

電源が再開 し た と き
遠心を継続

[CE]を押 し て メ ッ セージ を ク リ ア し ま
す。

P2/
Power failure, run 
restarted（電源異
常、運転が再開 さ
れま し た）

電源異常：ロー タ が
完全に停止 し ていま
す

電源が復旧する と 自
動的に運転が再開 さ
れます

[CE]を押 し て メ ッ セージ を ク リ ア し ま
す。

L2/
Door not latched, 
reclose door（ ド ア
のラ ッ チが掛かっ
ていません、再度
ド ア を閉めて く だ
さ い）
L5/
Door not latched, call 
Beckman Service

（ ド アのラ ッ チが
掛かっ ていませ
ん、Beckman 
Coulterサービ ス技
師までお問い合わ
せ く だ さ い）

ド アがき ちん と 閉め
られていない、また
はラ ッ チの部分に残
屑があるため し っか
り と ド アが閉ま っ て
いないおそれがあ り
ます

L2エ ラー メ ッ セージ
が表示 さ れます。 ド
ア を繰 り 返 し 閉めな
お し て も問題が続 く
と 、メ ッ セージが[L5 
Door not latched, call 
Beckman Service]

（L5 ド アのラ ッ チが
掛かっ ていません、
Beckman Coulterサー
ビス技師までお問い
合わせ く だ さ い）に
変わ り ます。a

再度 ド ア を し っか り と 閉め直 し ます。
乾いた リ ン ト フ リ ーク ロ ス（糸 く ずが
でない布）で ラ ッ チの部分の汚れを丁
寧に落 と し て く だ さ い。 壊れやすい電子
部分に傷を付けないよ う ご注意 く だ さ
い。清掃後もL2またはL5が継続 し て表
示 さ れる場合は、Beckman Coulter現地
サービス技師にご連絡 く だ さ い。

L3/
Door problem, refer 
to manual（ ド アに
異常があ り ます、
マニ ュ アルを参照
し て く だ さ い） 
L9/
Door problem, refer 
to manual（ ド アに
異常があ り ます、
マニ ュ アルを参照
し て く だ さ い）

運転終了前に フ ッ ト
ペダルが押 さ れま し
た

ラ ッ チが正常に動作
し ていません

[CE]を押 し て、運転を再開 し て く だ さ
い。 この操作で問題が解決 し ない場合
は、Beckman Coulter現地サービ ス技師に
ご連絡 く だ さ い。
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ト ラ ブルシ ューテ ィ ング
ユーザ メ ッ セージ  3
L4/
Door problem, refer 
to manual（ ド アに
異常があ り ます、
マニ ュ アルを参照
し て く だ さ い） 

ロー タ ーの回転停止
後も ド アがロ ッ ク さ
れています。

試料が取 り 出せませ
ん

遠心機を再起動 し 、短時間の遠心分離
を行っ て く だ さ い。 減速後も ド ア を開け
られない場合は、Beckman Coulter現地
サービス技師にご連絡 く だ さ い。

I1/
Imbalanced rotor

（ロー タ が不均衡）

ロー タ のロー ド が著
し く バラ ン ス を欠い
ている

遠心が最大ブ レーキ
でシステムが停止 し
ます

1. 不均衡の原因にな っ ている問題（空
のバケ ッ ト 、取 り 付け られていない
バケ ッ ト など）を解決 し ます。 ロー
タ の操作で説明 さ れている よ う にバ
ケ ッ ト が対称的に取 り 付け られてい
る こ と を確認 し て く だ さ い。

2. ス イ ングバケ ッ ト ロー タ の場合は、
ロー タ のマニ ュ アルに記載 さ れた手
順に従っ て ロー タ を潤滑 し ます。

3. 遠心を再開 し ます。
JS-3.4A-1250またはJS-4.2Aロー タ の最初の
15秒の運転中に不均衡が発生 し た場合：
— 上の手順1を実行 し 、ボ ト ルの反対の

ペア を取外 し 、ロー タ ヨ ーク上の位
置を入れ替えます。 運転を再開 し ま
す。

R1/
Dynamic rotor ID not 
found, Not BII rotor

（ダ イ ナ ミ ッ ク
ロー タ IDが見つか
り ません。BIIロー
タ 以外）

システムは取 り 付け
られたロー タ を特定
で き ません

ブ レーキでシステム
が停止 し ます

— 取 り 付け られている ロー タ がAvanti J-
HCで運転で き る こ と を確認 し ます

（表 1.2を参照）。
— コ ン ト ロールパネルでロー タ 名を入

力 し 、運転を再開 し ます。 JS-4.2また
はJS-4.2Aロー タ を運転 し ている場合
は、適切な ソ フ ト キーを押 し て特定
のモデルを選択 し ている こ と を確認
し ます。

R3/
Dynamic rotor ID not 
matched, set speed 
exceeds safe speed

（ダ イ ナ ミ ッ ク
ロー タ IDが一致 し
ません。設定速度
が安全速度を超え
ています）

システムが、取 り 付
け られている ロー タ
がユーザーが入力 し
たロー タ と 異な る こ
と 、および設定速度
が取 り 付け られてい
る ロー タ の最大速度
を超えている こ と を
確認 し ま し た。

運転は継続 さ れま
す。設定速度が取 り
付け られている ロー
タ の最大速度に減速
さ れます

— 運転を継続 し ます。または
— [STOP（停止）]を押 し 、[CE]を押 し て

診断を消去 し ます。 ロー タ を再度確
認 し 、運転を再開 し ます。

表 3.1  診断 メ ッ セージ一覧 (続き)

診断番号/
メ ッ セージ

問題 結果 推奨 さ れる対処方法
PN J3HC(J)-IM-5AH    3-3



ト ラブルシューティング
ユーザ メ ッ セージ  
D1-15/
Drive error, call 
Beckman Field 
Service（駆動部異
常、Beckman現場
サービ ス技師まで
お問い合わせ く だ
さ い）

駆動部システムの問
題（例えば、過電、
過電圧、不足電圧、
過温度のコ ンポーネ
ン ト ）

通常はブ レーキな し
でシステムがシ ャ ッ
ト ダウン し ます。 最
大 1 時間 ド アのロ ッ
ク を解除で き ない場
合があ り ます。

Beckman Coulter現地サービス技師にご連
絡 く だ さ い。 ド ア を開ける前に、チ ャ ン
バーから音（ロー タ の回転音）が漏れ
ていないかを注意 し て確認 し て く だ さ
い。 下記電源喪失の場合のロー タ のア ク
セスの指示に従っ て く だ さ い。

D1～5、D9/
Drive error, call 
Beckman Field 
Service（駆動部異
常、Beckman現場
サービ ス技師まで
お問い合わせ く だ
さ い）

タ コ メ ー タ ボー ド か
ら画面ボー ド への
誤っ た信号または駆
動システムの問題。
ド アのロ ッ ク アウ ト
時間は、回転中の
ロー タ に接触する こ
と を防止するために
は十分ではないかも
し れません。

故障後すぐ に誤作動
で0 RPMが表示 さ れ
る場合、ロー タ はま
だ回転 し ています。

Beckman Coulter現地サービス技師にご連
絡 く だ さ い。4 時間待っ てから ド ア を開
けてみます。
下記電源喪失の場合のロー タ のア ク セ
スの指示に従っ て く だ さ い。

H4/
Speed error（速度
エ ラー）

1. 運転が進行中です
（ロー タ は一定速

度または加速）
2. [SPEED（速度）]、

[0]、[ENTER（エ ン
タ ー）]を押 し て、
速度を0 RPM（毎
分0回転）に変更
し ています

3. また、[SPEED（速
度）]を押 し 、新
し い速度を入力
し 、[ENTER（エ ン
タ ー）]を押 し 、
加速 し よ う と し て
います。

遠心機は加速せず、
H4診断が発生 し ま
す。

[STOP（停止）]を押 し 、[CE]を押 し て診
断を消去 し ます。 新 し い速度を設定 し 、
[ENTER（エ ン タ ー）]、[START（開始）]
を押 し て新たに運転を開始 し ます。

T1～T2/
Overtemp conditions

（過温度状態）

システム温度が指定
さ れた制限を超えて
いる

遠心が最大ブ レーキ
でシステムが停止 し
ます

装置の電源をオ フ に し てから、診断を
消去 し ます。 遠心機 と ト ー タ ーを冷や し
てから再起動 し ます。 過温度の診断が再
発する場合は、Beckman Coulter現地サー
ビス技師にご連絡 く だ さ い。

C2/
Rotor over temp, run 
stopped（ロー タ 過
温度、運転が停止
し ま し た）

ロー タ 温度が、最大
温度設定を超えてい
る

遠心が最大ブ レーキ
でシステムが停止 し
ます

Beckman Coulter現地サービス技師にご連
絡 く だ さ い。

表 3.1  診断 メ ッ セージ一覧 (続き)

診断番号/
メ ッ セージ

問題 結果 推奨 さ れる対処方法
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ト ラ ブルシ ューテ ィ ング
ユーザ メ ッ セージ  3
C3/
No temp control, 
refer to manual（温
度が制御 さ れてい
ません、マニ ュ ア
ルを参照 し て く だ
さ い）

冷却システム故障 遠心が最大ブ レーキ
でシステムが停止 し
ます

— エア フ ィ ル タ を チ ェ ッ ク し て、汚れ
ていれば交換 し て く だ さ い（第4章, 
手入れ と メ ン テナン ス を参照）。

— Beckman Coulter現地サービス技師に
ご連絡 く だ さ い。

Fl、F4、F5/
FRS failure, refer to 
manual（FRSb に異
常があ り ます。マ
ニ ュ アルを参照 し
て く だ さ い）

摩擦減少システム
（FRS） ベルに達 し ない

こ と が要求 さ れます 

遠心が最大ブ レーキ
でシステムが停止 し
ます

— ド アのシー リ ングエ リ アおよび ド ア
ガスケ ッ ト を チ ェ ッ ク し て清掃 し て
く だ さ い。

— チ ャ ンバーに氷があ っ た り 過剰な湿
度の場合に拭います。

F2/
FRS failure, refer to 
manual（FRSに異
常があ り ます、マ
ニ ュ アルを参照 し
て く だ さ い）

摩擦減少システム 
(FRS) のレベルが高す
ぎます

遠心を継続 [CE]を押 し ます。F2 メ ッ セージが再度表
示 さ れる場合は、Fl/F4/F5エ ラー と 同等
の措置を行っ て く だ さ い。

F3/
FRS failure, refer to 
manual（FRSに異
常があ り ます、マ
ニ ュ アルを参照 し
て く だ さ い）

摩擦減少システム 
(FRS) のレベルが高す
ぎます

遠心が最大ブ レーキ
でシステムが停止 し
ます

Beckman Coulter現地サービス技師にご連
絡 く だ さ い。

a. 米国内では 1-800-742-2345 にご連絡 く だ さ い。 米国およびカ ナダ以外の地域の場合、最寄 り の Beckman Coulter 営業所にご連絡
く だ さ い。

b. 摩擦減少システム。

表 3.1  診断 メ ッ セージ一覧 (続き)

診断番号/
メ ッ セージ

問題 結果 推奨 さ れる対処方法
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ト ラブルシューティング
電源喪失の場合のロータ のア ク セス  
電源喪失の場合のロー タのア ク セス

警告
パネルを外す必要のある よ う な メ ン テナンス手順では常に、感電や機械によ
る人身傷害の危険が伴います。 し たがっ て、電源をオ フ（O）に し 、コ ンセ
ン ト から主電源プ ラ グを取外 し て装置を幹線（主電源）から切 り 離 し、 さ ら
に有資格サービス技術者の メ ン テナン ス を受けて く だ さ い。

警告
この手順を実行する前に、ロー タ が回転 し ていない こ と をチ ャ ンバーから な
んらかの ノ イズが聞こ えないかを聴いて確認 し ます。装置が停止し ている場
合のみ進んで く だ さ い。ロー タ の回転中に ド アのイ ン ターロ ッ ク システムを
無効にする操作は絶対に避けて く だ さ い。

瞬間的な停電の場合、電源の復旧 と と も に遠心機は操作を再開 し ます。 停電が長時間
に及ぶ と 、 ド ア ロ ッ ク を手動で解除 し て、 ロ ー タ と サンプルを取外す こ と が必要 と な
る場合 も あ り ます。
ド ア ロ ッ ク 機構にア ク セ スする には、装置の フ ロ ン ト パネルを取外す必要があ り ます。 
2つの ラ ッ チに よ っ て フ ロ ン ト パネルが定位置に固定 さ れてい ます。 こ れ ら の ラ ッ チは
パネルの右上お よ び左上の2つのホールを通 し てア ク セ ス で き ます（図 3.1を参照）。 

図 3.1  緊急 ド ア ロ ッ ク解除ラ ッ チへのア ク セス方法
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ト ラ ブルシ ューテ ィ ング
電源喪失の場合のロータ のア ク セス  3
1 電源ス イ ッ チを オ フ（O）に し 、電源コ ー ド を主電源か ら 切断 し ます。
パネルは安全に取外す こ と がで き ます。

2 4 mmま たは5/32 イ ンチの 六角レ ンチを ホールの1つに真っ直ぐ に挿入 し 、レ ンチを
左（反時計回 り ）に約2分の1回転 さ せます。
ラ ッ チが外れます。

3 手順 2 を繰 り 返 し 、六角ア レ ン レ ンチを も う 一方の穴に差 し 込みます。
2番目の ラ ッ チが外れ る と 、フ ロ ン ト パネルは上部か ら お よ そ1 イ ンチ前方に落ち ま
す。 
フ ロ ン ト パネルの底部は3つの溝付き ブ ラ ケ ッ ト に よ っ て定位置に保持 さ れてお り 、
フ ロ ン ト パネルに取 り 付け ら れ、遠心機の底部パネルの金属保持ス ト リ ッ プの上
にあ り ます。

4 フ ロ ン ト パネルを持ち上げて遠心機か ら 外 し 、脇に置き ます。
遠心機の上部か ら お よ そ半分下がっ た位置に延びてい る内部フ ロ ン ト パネルがあ
り ます（図 3.2を参照）。 
こ の内部パネルの下に黒い手動 ド ア解放 イ ン タ ー ロ ッ ク ロ ッ ク ス イ ッ チがあ り ま
す。
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ト ラブルシューティング
電源喪失の場合のロータ のア ク セス  
図 3.2  手動によ る ド ア解除 

5 イ ン タ ー ロ ッ ク レバーを外部お よ び左（お よ そ45度の角度）に引き 、それを外で保
持 し た ま ま、フ ロ ン ト ペダルに置き ます。 
停電時のチ ャ ンバー内の真空度に よ っ て、 ド アは開いて る か、ま たは開いていな
いかのいずれかです。
a. ド アが開 く 場合は、手順 6 に進んで く だ さ い。
b. ド アが開かない場合、手動で真空をベン ト す る必要があ り ます。 

手順 7 に進んで く だ さ い。

6 ド アが開 く と 、最初に フ ロ ン ト ペダルを解放 し 、 イ ン タ ー ロ ッ ク レバーを解放 し
ます。
サンプルは取 り 外す こ と がで き ます。 
手順10に進んで く だ さ い。

1. 内部フ ロ ン ト パネル
2. 保持ス ト リ ッ プ

3. 手動 ド ア開放イ ン タ ーロ ッ ク レ
バー

1

3

2
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ト ラ ブルシ ューテ ィ ング
電源喪失の場合のロータ のア ク セス  3
7 チ ャ ンバー内に空気を送 り 込み真空状態を解除する には、ゴ ム製のホース（赤） を
握っ てポ ンプの接続金具か ら 外れ る ま で上に引っ張っ て く だ さ い（図 3.3を参照）。
a. 引 く 場合、前後に動か し ますが、 こ れにはかな り の力が必要です。

真空はホース を外す と 数秒で完全にベン ト さ れます。
注 い く つかの配管が赤色のホースに繋がれています。ホース を掴む場合、手を これら

のラ イ ンの上に置いて く だ さ い。引 く 時ホースが接続 さ れたままである こ と を確認
し ます。

注意
ホース を引っ張る時、左(反時計回 り )に捻ら ないで く だ さ い。捻る と ホース
設定のね じ を外す こ と にな り ます。
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ト ラブルシューティング
電源喪失の場合のロータ のア ク セス  
図 3.3  空気を送 り 込みチ ャ ンバー内の真空状態を解除する方法

8 押 し こ め る と こ ろ ま で接続金具の上ま でホース を押 し 込み、元の位置に戻 し ます。

9 イ ン タ ー ロ ッ ク レベルを左に引 き出 し て、それを保持 し た ま ま、フ ロ ン ト ペダル
に載せます。

1. ホース（赤）を握 り 引っ張 り ます。 ホース
（赤）につなげられているチ ューブ を取 り

外 さ ないで く だ さ い。
2. 真空ポン プ

3. 接続部品から取 り 外 さ れた
ホース (赤)

4. ホース を元の位置に戻 し ます

A

C

B

1

4

3

2
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ト ラ ブルシ ューテ ィ ング
電源喪失の場合のロータ のア ク セス  3
10 サンプルを取 り 外 し ます。

警告
絶対に、ロータ を手で減速し た り 停止 し よ う と し ないで く だ さ い。

遠心機のパネルを元に戻す方法

1 パネルの上部（装置 ラ ベルが外向き）を保持 し 、フ ロ ン ト パネルの保持ス ト リ ッ
プの上の ド アの底部内側に3つの溝付 き ブ ラ ケ ッ ト を挿入 し ます（図 3.4を参照）。 
a. フ ロ ン ト パネルの上部を定位置に押 し 込みます。

2 左上部エ ッ ジ を定位置に保持 し 、六角レ ンチを ホールを通 し て挿入 し ます。 
a. 停止位置に達する ま で右（時計回 り ）に約2分の1回転 さ せます。

ラ ッ チがかか り ます。

3 右側で手順 2 を繰 り 返 し ます。
2番目の ラ ッ チがかか り ます。

図 3.4  フ ロ ン ト パネル保持ス ト リ ッ プ

1. 保持ス ト リ ッ プ

1
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第4章
手入れ と メ ン テナン ス

は じ めに

本章では、定期的に ま たは必要に応 じ て実施すべき 日常の手入れ と メ ン テナン ス手順
について説明 し ます。 サポー ト が必要な場合は、Beckman Coulterホ ッ ト ラ イ ン* ロ ー タ
お よ びア ク セサ リ のお手入れに関 し ては、お使いの ロ ー タ のマニ ュ アルお よ び「Rotors 
and Tubes for J Series Centrifuges（Jシ リ ーズ遠心機専用 ロ ー タ お よ びチ ュ ーブ）」(JR-IM
版）を参照 し て く だ さ い。
注 Beckman Coulterの現地サービ ス技師によ る修理を依頼する前に、お客様の責任において本

装置およびロー タ や付属品の汚染除去作業を実行 し て く だ さ い。

警告
本装置のカバーを取外す必要がある メ ン テナン ス手順やサービスは、感電事
故や怪我の リ ス ク を持つ部分を露出する可能性があ り ます。 電源ス イ ッ チが
オ フ（O）にな っ ている こ と と 遠心機の主電源プ ラ グがコ ンセン ト につな
がっ ていない こ と を確認 し て く だ さ い。部品の露出を伴 う サービ スについて
は、資格のある担当者までお問い合わせ く だ さ い。

警告
運転中の遠心分離機の近 く でアルコールまたはその他の可燃性物質を使用 し
ないで く だ さ い。

メ ン テナンス

定期的に以下の手順を実行する こ と で、遠心機の性能維持 と 長寿命を確実な も のに し
て く だ さ い。

1 遠心機チ ャ ンバー内を点検 し 、サンプル、ほ こ り 、あ る いは破損 し たガ ラ ス
チ ュ ーブのガ ラ ス破片がた ま っ ていないかを確認 し て く だ さ い。 
必要な ら ば清掃 し ます（下記清掃中を参照）。

2 バ ッ ク パネルのエアーフ ィ ル タ の障害物をチ ェ ッ ク し ます。 
ベン ト を清浄に保ち ます。

* 1-800-742-2345（米国 と カナダ）または最寄 り の Beckman Coulter 営業所にご連絡 く だ さ い。
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メ ン テナンス  
3 遠心の合間には ス ポ ン ジや清潔な布で ロ ー タ チ ャ ンバーの結露を拭き 取 り 、凍結
を防止 し て く だ さ い。

清掃中
遠心機の清掃は頻繁に行っ て く だ さ い。 こ ぼれた液体はすぐ に拭 き取 り 、腐食性物質
や汚染物質が機器の表面に付着 し て乾燥する のを防止 し て く だ さ い。
注 使用 し よ う と する清掃法や除染が、 メ ーカーの推奨する方法 と 異な る場合には、事前に製

造者に問い合わせ、その方法が装置を破損 し ない こ と を確認 し て く だ さ い。

1 サンプル、ほ こ り 、お よ び/ま たは破損 し た採血管に由来する ガ ラ ス粒子の蓄積を
防止する ために、布やペーパー タ オルで頻繁に拭き 取っ てチ ャ ンバーを清潔に
保っ て く だ さ い。 
a. 徹底的に清掃する には、Solution 555の よ う な中性洗剤を使用 し てチ ャ ンバーを

洗浄 し ます。
b. 洗剤は水で希釈 し て く だ さ い（10の水に対 し て1の割合の洗剤）。
c. 完全に洗い流 し 、乾燥 さ せます。

2 遠心機の外装はSolution 555を含侵 さ せた布で拭 き取っ て清掃 し て く だ さ い。
洗剤は水で希釈 し て く だ さ い（10の水に対 し て1の割合の洗剤）。
アセ ト ンは使わないで く だ さ い。

3 Solution 555お よ び ソ フ ト ブ ラ シ を使用 し て ド ラ イ ブはブ ロ ッ ク を定期的に清掃 し ま
す。 
a. 洗剤は水で希釈 し て く だ さ い（10の水に対 し て1の割合の洗剤）。
b. 完全に洗い流 し 、乾燥 さ せます。
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汚染除去  4
チ ューブの破損
ガ ラ ス チ ュ ーブが破損 し た場合で全てのガ ラ ス片がバケ ッ ト ま たは ロ ー タ 内にない場
合は、チ ャ ンバー内を徹底的に清掃 し て く だ さ い。

警告
チ ャ ンバー と チ ャ ンバーのガスケ ッ ト を ク リ ーニングする際は、鋭いガ ラ ス
の破片がないか、注意 し て く だ さ い。

1 チ ャ ンバーのガ ス ケ ッ ト を点検 し 、ガ ラ ス の破片が残っ ていない こ と を確認 し ま
す。 
残っ てい る ガ ラ ス破片は慎重に除去 し ます。

2 チ ャ ンバー内にガ ラ ス粒子が残っ ていれば、注意 し て完全に拭い去 り ます。

汚染除去

遠心機/ア ク セサ リ が放射性ま たは病原性溶液に汚染 さ れてい る場合は、該当する 安全
手順 と 除染手順を全て実行 し ます。 「Rotors and Tubes（ ロ ー タ お よ びチ ューブ）」ま た
は発行文書IN-175を参照 し 、除染手順が遠心機の部品を損傷する こ と がないかを確認 し
て く だ さ い。

殺菌 と消毒
遠心機はア ク リ ル焼付けエナ メ ル仕上げです。エ タ ノ ール（70%）を こ れ ら 表面に使用
する こ と も 可能です。「Rotors and Tubes（ ロ ー タ お よ びチ ュ ーブ）」ま たは発行文書
IN-175を参照 し 、遠心機 と ア ク セサ リ の材質の耐化学性について参照 し て く だ さ い。

注意
エ タ ノ ールには引火性の危険があ り ます。稼動中の遠心機の近 く では使用 し
ないで く だ さ い。

Beckman Coulterはエ タ ノ ール（70%）が装置に損傷を及ぼ さ ない こ と を試験で確認 し て
い ますが、殺菌や消毒については明示的ま たは黙示的ないかな る 保証 も 行い ません。
殺菌や消毒について懸念があ る 場合は、適切な方法を施設の安全性担当責任者にご相
談 く だ さ い。
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回路ブ レーカーと ヒ ューズ  
エアーフ ィ ルターの交換
エアーフ ィ ル タ をチ ェ ッ ク し 1年ご と に交換 し ますが、汚れてい る よ う に見え る場合は
頻度を増や し ます。エアーフ ィ ル タ は遠心機に固定 さ れていないため、取外 し や取 り
付けの ツールは不要です。

1 エアーフ ィ ル タ を取 り 外すには、横のエ ッ ジ を持ち、底エ ッ ジが遠心機の底の保
持ス ト リ ッ プを超え る ま で、フ ィ ル タ を真っ直ぐ に持ち上げます。 
a. 底エ ッ ジ を最初に し て フ ィ ル タ を引っ張っ て取外 し て、廃棄 し ます。

2 新 し いフ ィ ル タ ー (885218) の取 り 付け 
a. フ ィ ル タ にはエ ッ ジの片側のエ ッ ジに方向矢印があ り 、フ ィ ル タ の取 り 付けは

遠心機に矢印を向けて行い ます。 
b. 両方の横エ ッ ジ を持ち、フ レームエ ッ ジの後ろに上半分を挿入 し 、底の半分が

保持ス ト リ ッ プを超え る ま で、持ち上げます。 
c. 次に底部端を セ ッ ト し ます。

回路ブ レーカー と ヒ ューズ

Avanti J-HC遠心機には、ユーザーで交換で き る ヒ ューズはあ り ません。
なん ら かの原因で遠心機の回路ブ レーカーが落ちた場合、電源ス イ ッ チはオ フ（O）の
位置に移動 し ます。 

1. フ レームエ ッ ジ
2. エアーフ ィ ル タ
3. 保持ス ト リ ッ プ
4. フ レームエ ッ ジ

1

4

3

2
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速度キャ リ ブ レーシ ョ ン  4
1 電源ス イ ッ チを オン（I）の位置ま で回 し 、回路ブ レーカーを リ セ ッ ト し ます。 
a. 再びすぐ にブ レーカーが落ち る 場合は リ セ ッ ト し ないで く だ さ い。 

Beckman Coulter現地サービ ス技師にご連絡 く だ さ い。

注意
遠心機の回路ブ レーカーの リ セ ッ ト を繰 り 返す と、電気および電子コ ンポー
ネン ト に重度の損傷を与え る可能性があ り ます。

速度キ ャ リ ブ レーシ ョ ン

速度確認
実際の ロ ー タ 速度 と 設定速度を比較す る には、デジ タ ルス ト ロ ボ を使用 し て次の手順
を実行 し ます。

1 ロ ー タ を取 り 付け ます。 

2 ロ ー タ のボル ト を締めて ド ラ イ ブシ ャ フ ト の上に固定 し ます。 

3 締め付けたボル ト の半分に黒いテープの ス ト リ ッ プを セ ッ ト し ます。 

4 遠心機の ド ア を閉 じ ます。 

5 SPEED（速度） ノ ブを選択 し た速度に設定 し ます。
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保管と 輸送  
6 TIME（時間）]を[Hold（ホール ド ）]に設定 し ます。

7 [ENTER（エ ン タ ー）]を押 し てか ら [START（開始）]を押 し ます。
遠心機が起動 し ます。

8 ロ ー タ が設定速度に達 し た ら 、ス ト ロ ボポー ト でキ ャ リ ブ レーシ ョ ン さ れた ス ト
ロ ボ を使用 し 、実際の ロ ー タ の速度が表示の± 25 rpmの範囲であ る こ と を確認 し ま
す。
a. 相違があ る 場合は、ス ト ロ ボのキ ャ リ ブ レーシ ョ ン を確認 し ます。 
b. 問題を特定で き ない場合は、Beckman Coulter現地サービ ス技師にご連絡 く だ さ

い。

保管と 輸送

保存
本装置を輸送 し た り 長期的に保存する 場合には、本装置の破損を避け る ため、Beckman 
Coulter現地サービ ス技師に問い合わせ、適切な指示や支援を受けて く だ さ い。 保存時の
温度お よ び湿度の状態は、第1章, 説明の仕様に記載 さ れた環境要件に従 う 必要があ り
ます。

遠心機の返却
何 ら かの理由で遠心機ま たは周辺装置を返却する場合は、事前にBeckman Coulter, Inc.の
返却許可（返却フ ォーム）を得 る必要があ り ます。 梱包・配送に必要な返却フ ォーム
と 手順を ご提供いた し ますので、最寄 り のBeckman Coulter営業所ま でお問い合わせ く
だ さ い。
作業員を保護する ために、全ての部品に病原菌や放射性物質がない よ う にする のはお
客様の責任です。 部品を返却す る前に殺菌 と 消毒を実行す る必要があ り ます。
全ての部品には箱ま たはバ ッ グの外側にはっ き り と 見え、取 り 扱いが安全で、病原菌
や放射性物質で汚染 さ れていない こ と を述べた注記がなければな り ません。 こ の通告
を添付 し ない場合、報告 さ れ る 問題を検証す る こ と な く こ の品目の返却ま たは廃棄 と
い う 結果にな り ます。
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消耗品の一覧  4
消耗品の一覧

ロ ー タ に必要な材料 と 消耗品については、High Performance, High Speed, High Capacity 
Rotors, Tubes & Accessories（高性能、高速、大容量 ロ ー タ 、チ ュ ーブ と ア ク セサ リ ）

（BR-8102、
www.beckman.com よ り 入手可能）お よ び該当する ロ ー タ の説明書を参照 し て く だ さ い。

交換部品/付属品
注 MSDS情報については、Beckman Coulterウ ェ ブサイ ト （www.beckman.com）を ご覧 く だ さ い。

説明 部品番号

エアーフ ィ ル タ 885218
Solution 555（約946 cc） 339555
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付録A
据付前の要件

は じ めに

据付前の要件はAvanti J-HC遠心機用に提供 さ れてい ます。 以下の情報は装置を再設置す
る必要があ る場合に用意 さ れます。
注 本遠心機は、Beckman Coulter現地サービス技師が取 り 付ける こ と を想定 し て設計 さ れてい

ます。 Beckman Coulterの認定する技師以外によ っ て設置 さ れた場合、本装置の保証は無効 と
な り ます。

施設準備要件

Avanti J-HC遠心機は、電力お よ び施設準備の要件が満た さ れ次第、Beckman Coulter現地
サービ ス技師担当者が設置 し ます。 据付前の要件 と し て次の装置が必要です：
 • 電圧計
 • 単相遠心機用： 2基の30ア ンペア回路ブ レーカー 
 • 三相遠心機用： 3基の16ア ンペア回路ブ レーカー
 • 電源 コ ンセン ト （図 A.1ま たは図 A.2を参照）
 • 固定ボル ト を取 り 付け る ために床に穴を開け る ための ド リ ル（本章の本装置の床

への固定を参照）。 コ ン ク リ ー ト の床の場合、9.5 mm（3/8 イ ンチ）の ド リ ルが必要。 
木製の床の場合、6.4 mm（1/4 イ ンチ）の ド リ ルが必要。

電気仕様

本機に接続する電源は、異常な負荷、スパ イ ク 、お よ び電磁気干渉の生 じ ない こ と が
確認 さ れてい る幹線電源の変圧器か ら 直接導かれ る 必要があ り ます。配電盤には必ず
適合する定格の熱動遮断器を使用 し 、遠心機の回路を保護 し て く だ さ い。指定 さ れた
回路ブ レーカーではな く ヒ ューズ を使用する 必要があ る場合、 ヒ ューズの定格は単相
遠心機の場合で30ア ンペア超、三相遠心機の場合16ア ンペア超であ る必要があ り ます。
統一規格コ ー ド の末端は、当該国内で当該目的用に供給 さ れ る電源に適合する こ と が
保証 さ れた単相用ま たは三相用 コ ネ ク タ ーを接続 し ます（表 A.1を参照）。 1つの回路に
は一台の遠心機だけ を設置 し ます。
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電気仕様  
安全確保のため、遠心機は遠隔の非常ス イ ッ チ（遠心機の置かれてい る 部屋の外ま た
は出口付近が望ま し い）に配線 し て く だ さ い。 誤作動時には、主電源プ ラ グ を コ ンセ
ン ト か ら 抜 く こ と で遠心機への電源を切断で き ます。

単相および三相の電源接続
図 A.1は、接地線、2本の電力 リ ー ド 線、お よ び30ア ンペアのブ レーカーで構成 さ れ る
単相遠心機の電力接続を示 し てい ます。図 A.2は、接地線、3本の電力 リ ー ド 線、最小
16ア ンペアのブ レーカー、お よ び一般的な中性線接続で構成 さ れ る 三相遠心機の電力
接続を示 し てい ます。表 A.2は、結線情報を記載 し てい ます。

図 A.1  Avanti J-HC単相電源接続

表 A.1  Avanti J-HC の定格電源電圧（公称）

装置の公称
定格電圧

装置製品番号 公称電源周波数 電源コー ド およびプ ラ グの
規格

単相、200/208/240 V 367501 180～264 V、
50/60 Hz、30 A

本体に固定 さ れたUL/CSA認
証コー ド でNEMA規格6-30P
プ ラ グ付き

単相、230V 367502 185～264 V、
50 Hz、30 A

本体に固定 さ れた3線
CENELEC統一規格コー ド で
プ ラ グな し

三相、220/380 V 
+ ニ ュー ト ラルa

a. 不平衡三相。 内部的に単相運転に分割。

367503 312～456 V、
ニ ュー ト ラル付き、
50 Hz、16 A

本体に固定 さ れた5線
CENELEC統一規格コー ド で
プ ラ グな し

1. 30ア ンペア回路ブ レーカー
2. 線間電圧測定

3. 接地
4. コ ンセン ト ：Hubbell 9330、Bryant 96-30 FR

または同等製品（NEMA 6-30R）

1

4

3

2

1
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図 A.2  Avanti J-HC三相「Y」電源接続

三相電源接続に関する追加要件
遠心機に三相電源を接続する際は図 A.3に示 さ れ る よ う に「Y」接続を使用 し て く だ さ
い。 さ ら に次の情報に も 留意 し て く だ さ い。
 • 定常状態におけ る 遠心機の電流は電圧に よ っ て異な り 、相あ た り 最大で12ア ンペア

にな り 得ます。
 • 遠心機への突入電流は、冷却が開始す る際の最大2秒間ま でに100ア ンペアです。回

路ブ レーカーは、熱駆動であれ磁気駆動であれ、「モー タ ー始動」遅延 タ イ プであ
る必要があ り ます。

 • 始動期間中の回線電圧の低下に際 し て遠心機は15ボル ト の電圧低下に耐え る こ と が
で き ます。 遠心機に使用する主電源ケーブルは、 こ の状況に対応で き る だけの十分
な ワ イ ヤゲージ を使用 し ていなければな り ません。 特定の場所に要求 さ れ る ワ イ ヤ
ゲージは、当該施設におけ る施設の技術者が決定 し ます。

1. 相間の線間電圧測定
2. 16ア ンペア回路ブ レーカー

3. ニ ュー ト ラル
4. 接地

表 A.2  必要な結線

ワ イヤ被覆色 端子 記号

国際統一 北米

緑/黄 アース

淡青 ニ ュー ト ラル 数 L
茶 活線または回線 L L
黒（三相接続のみ） 活線または回線 (2本) L —

1

4

3

2

2

2
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空間要件  
警告
感電の危険性を低減するため、遠心機は3線式または5線式の電源コー ド と
プ ラ グを使用し 、遠心機を接地 し ます。 この安全機能を維持するため、使用
する コ ンセン ト が正し く ワ イヤ接続 さ れて接地 されている こ と を確認 し て く
だ さ い。

図 A.3  三相電源の正 し い構成 と 間違っ た構成

空間要件

警告
可燃性試薬や燃焼性液体の近 く に遠心機を置かないで く だ さ い。 これらの物
質からの蒸気が遠心機のエアーシステムに入 り 、発火する可能性があ り ま
す。

1 装置を清潔で平坦な フ ロ アに設置 し ます。 
 • 主電源プ ラ グは電源遮断デバ イ ス で も あ る ため、必ず簡単に利用で き る 状態に

し て く だ さ い。
 • 遠心機は幹線の コ ンセ ン ト か ら 主電源プ ラ グ を容易に取 り 外す こ と がで き る 位

置に設置 し て く だ さ い。

2 熱を発生す る試験設備か ら 離れた場所を選んで く だ さ い。 
周囲温度が40℃（104℉）を超え る場合、コ ン ポーネン ト の初期故障が発生す る場
合があ り ます。

1. 正 し い構成「Y」
2. 間違っ た構成「デル タ 」

3.  安全な接地
4. 回路共通 (ニ ュー ト ラル)

180–264 

312–456 

N 

1

4

3

2
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据付前の要件
空間要件  A
3 遠心機自体の スペース（寸法は図 A.4を参照）に加えて装置の両側に7.6 cm（3 イ ン
チ）、お よ び装置の背面に16 cm（6.25 イ ンチ）のゆ と り を取 り 、空気の循環を確保
し て く だ さ い。 
遠心機の操作時は十分な換気を保ち、遠心操作中に発生す る蒸気に関する各自治
体の規準を必ず遵守 し て く だ さ い。

4 図 A.4で示すエアダ イ バー タ が遠心機の背面の壁に接触する よ う に遠心機を配置 し
て く だ さ い。 
a. 電源 コー ド をエアーダ イ バー タ の 1 つの側に配置 し ます。 
b. 遠心機を据付け ま たは移動する 場合に電源コ ー ド を損傷 し ない よ う 、遠心機を

壁に押 し 付け る前に コー ド を妨げない所へ必ず移動 し て く だ さ い。
PN J3HC(J)-IM-5AH    A-5



据付前の要件
本装置の床への固定  
図 A.4  背面図および寸法

本装置の床への固定

遠心機を床に固定する こ と で、 ロ ー タ に生 じ た万一の事故で遠心機が動 く こ と を防止
し ます。 イ ン ス ト ール用のハー ド ウ ェ ア と イ ン ス ト ール手順（J3HC-TB-002）が、遠心機
に付属 し て出荷 さ れます。 欧州CEマー ク の要件を満たすために、遠心機は床に固定す
る必要があ り ます。 
注 Beckman Coulterの担当者には床に穴を開ける器具は用意 さ れていません。 穴は計画 さ れた据

え付けの前に開ける必要があ り ます。

1. 排気口
2. 電源コー ド
3. エアダ イバー タ

4. 奥行き
5. 吸気口

cm
in.

6.0 ft.
1.8 m

6.25
16.0

116
45.5

152
59.9

86
34

84.6
33.3

86
34

71
28
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据付前の要件
JA-10 ロータ の使用  A
JA-10ロー タの使用

注意
このセ ク シ ョ ンの情報を読む前に、JA-10ロー タ を使用 し ないで く だ さ い。

ロー タ ピ ンのチ ェ ッ ク
Avanti J-HC遠心機で使用 さ れ る ロ ー タ は ロ ー タ 駆動穴に ド ラ イ ブピ ンが付属 し ていなけ
ればな り ません（図 A.5を参照）。 ド ラ イ ブ ピ ンは遠心機 ド ラ イ ブシ ャ フ ト ハブ と 噛みあ
い、加速中に ロ ー タ が滑 ら ない よ う に し ます。 JA-10な ど のBeckman Coulterのい く つかの
ロ ー タ は元は ド ラ イ ブ ピ ン な し に製造 さ れま し たが、それは古いモデルの遠心機で遠
心す る には ロ ー タ が ピ ン を必要 と し ないか ら です。

1 JA-10 ロ ー タ の駆動ピ ン を確認 し 、駆動ピ ン な し で ロ ー タ をAvanti Jで使用 し ないで
く だ さ い。 
a. ド ラ イ ブ ピ ン をチ ェ ッ ク する には ロ ー タ を持ち上げ る か横に向けて駆動穴の内

部を覗き ます。 
b. 孔部に2つの金属製ピ ンが見当た ら ない場合は、 ロ ー タ を工場に返品 し てア ッ

プグ レー ド する情報について、最寄 り のBeckman Coulter営業所ま でお問い合わ
せ く だ さ い。

図 A.5  ロー タ に ド ラ イ ブ ピ ンがあるかを チ ェ ッ ク

1. ロー タ 駆動穴
2. 駆動ピ ン（水平、垂直、または角度付き）

3. Avanti J遠心機 ド ラ イ ブス ピ ン ド ル
ハブ

1

3

2
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据付前の要件
JA-10 ロータ の使用  
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付録B
温度のキ ャ リ ブ レーシ ョ ン手順

説明

Avanti J-HC遠心機の温度制御仕様は、設定温度±2℃です。 つま り 、以下に記載 さ れてい
る ロ ー タ やシ ス テ ム平衡後、設定温度± 2℃の範囲内であれば常にお使いのサンプルの
状態は変わ り ません。 （加速や減速な ど非定常条件下では、 ロ ー タ の温度が こ の範囲
外 と な る場合があ り ます。） ±1℃以内の温度制御が必須 と な る状況に対する手順を以下
に示 し ます。
こ の手順では、 ロ ー タ 温度が1時間以上にわた っ て平衡に達 し た後にサンプルの温度を
測定 し ます。テ ス ト 結果に基づ き、 こ の時点でサンプル温度が可能な限 り 求め ら れ る
温度に近づ く よ う に、遠心機の温度設定を調節する こ と がで き ます。

1 周囲温度外の温度で運転する場合、 ロ ー タ ー と 試験試料を必要な温度ま で予冷ま
たは予熱 し て く だ さ い。 
予備冷却/予備加熱の時間は、 ロ ー タ 始動時の温度が必要な遠心温度か ら どれだけ
差があ る かに よ っ て異な り ます。

2 アダプ タ ーを使用する場合は ロ ー タ にアダプ タ ーを取 り 付け、サンプル緩衝液ま
たは水 (2℃以上の場合) で満た し たチ ューブ ま たはボ ト ルを装着 し ます。

3 ス ピー ド を2000 RPM、時間を[HOLD (ホール ド )]にセ ッ ト し 、温度を希望する 温度に設
定 し ます。 
a. 遠心を ス タ ー ト し ます。

4 30分経過後に必要な遠心ス ピー ド を セ ッ ト し 、1時間以上遠心を続け る よ う にシ ス
テ ム を運転 し 続け ます。
注 緩衝液または水の温度が測定 さ れる前に1時間以上は遠心を継続する必要があ り ます。

平衡に達する までに必要な時間の長 さ はロー タ および遠心機の開始時温度および周囲
の室温によ っ て異な り ます。 

5 最低1時間が経過 し た ら 、温度計ま たは熱電対を使用 し て緩衝液ま たは水の温度を
測定 し ます。
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温度のキャリブレーシ ョ ン手順
説明  
6 測定温度 と 設定温度が異な る場合は測定の温度差を記録 し 、その温度差だけ設定
温度を上下に調節 し ます。

例:

必要なサン プル温度が下
記の場合

さ ら に緩衝液/水の温度が
下記の場合

温度を以下の と お り に設
定 し ます。

4℃ 6°C 2°C
5°C 4℃ 6°C
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Beckman Coulter, Inc.
Avanti J-HC遠心機の保証

以下に記す例外 と 条件を前提 と し て、Beckman Coulter, Inc.は、Beckman Coulterま たはBeckman 
Coulterの認定す る 販売代理店が最初の購入者に対 し てAvanti J-HC遠心機（本製品）を納入 し た
日 よ り 1年以内に、本製品の材質お よ び仕上が り に欠陥が発生 し た場合、独自の判断に よ り 、製
品を修理ま たは交換す る こ と に よ っ て欠陥を修正す る こ と に同意 し ます。但 し それは、
Beckman Coulterの調査や検証に よ っ て、同欠陥が通常の正 し い使用状況の も と で発生 し た こ と
が明 ら かに さ れた場合に限 り ます。
コ ン ポーネ ン ト ま たは付属品の中には、性質上1年以上機能 し ない も のや機能す る と 意図 さ れて
いない も のがあ り ます。その よ う な コ ン ポーネ ン ト や付属品が妥当な期間を通 じ て妥当に機能
し ない場合、Beckman Coulterは独自の判断に よ り 、同 コ ン ポーネ ン ト や付属品を修理ま たは交
換 し ます。 合理的な機能お よ び適正な期間の判断は、Beckman Coulterが単独で決定す る も の と し
ます。

交換
製品に欠陥があ る と 購入者が主張す る場合は、Beckman Coulterの要求に応 じ て、購入者が送料
負担の上、製造工場に製品を返送す る必要があ り ます。製造工場か ら 購入者への返送料は、製
品に欠陥があ る と 判明 し ない限 り 購入者の着払い と し ます。製品に欠陥があ る と 判明 し た場合
はBeckman Coulterが全ての輸送費を負担 し ます。 Beckman Coulterは、Beckman Coulter製ではない
製品や付属品に対す る 保証はいた し ません。 その よ う な製品ま たは付属品に欠陥が見 ら れた場
合は、それぞれの製品や付属品の製造元か ら 製造元の保証に基づいた修正を得 る ために、当社
は購入者に対 し て適切な支援を提供 し ます。

条件
本書の対象 と す る製品が、Beckman Coulterに よ っ て公認 さ れたサービ ス技師以外に よ り 修理、
改造 さ れた場合、明示的、黙示的にかかわ ら ず全ての保証におけ る義務か ら Beckman Coulterは
免除 さ れ る も の と し ます。但 し 、その よ う な修理が書面に よ る Beckman Coulterの同意に基づい
て行われた場合、Beckman Coulterがその よ う な修理を小規模だ と 判断 し た場合、ま たは新 し い
Beckman Coulter製プ ラ グ イ ン コ ン ポーネ ン ト を同製品に取 り 付け る と い う 改造作業に過ぎない
場合はその限 り ではあ り ません。

免責条項
前記保証は全ての適合性保証 と 商品適合性の保証に取っ て代わ る も のであ り 、BECKMAN 
COULTER, INC.は製品の製造、使用、販売、取扱い、修理、 メ ン テナン ス、ま たは交換に起因 し
て生 じ る 如何な る種類の特別な、ま たは結果的に生 じ る 損害に対 し て も 責任を負わない こ と が
明示的に同意 さ れ る も の と し ます 製品の製造、使用、販売、取扱い、修理、保守、ま たは交換
に起因 し て生 じ る如何な る種類の特別な、ま たは結果的に生 じ る損害に対 し て も 責任を負わな
い こ と に、明示的に同意す る も の と し ます。 
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Rotors and Tubes for Beckman Coulter J2, J6, 
Avanti J Series Centrifuges (Beckman Coulter
製 J2、J6、Avanti Jシ リ ーズ遠心機対応ロー
タ およびチ ューブ)
PN JR-IM-10
 • ロ ー タ
 • チ ューブ、ボ ト ル、お よ びア ク セサ リ
 • 固定角度 ロ ー タ の使用
 • ス ウ ィ ン グバケ ッ ト 用 ロ ー タ の使用
 • 垂直チ ュ ーブお よ び ラ ッ ク タ イ プ ロ ー

タ の使用
 • 手入れ と メ ン テナン ス
 • 耐薬品性
 • 温度補償テーブル
 • 密度勾配物質
 • 血液成分の分離

Chemical Resistances for Beckman Coulter 
Centrifugation Products (Beckman Coulter製
遠心機製品の耐化学性)
PN IN-175M

Installation Instructions for Anchoring Kit  
368685 for the Avanti J-HC  Centrifuge 
(Avanti J-HC遠心機用の固定キ ッ ト 368685
イ ンス ト ール手順)
PN J3HC-TB-002
ハー ド コ ピーのみ入手可能です。

High Performance, High Speed, High Capacity 
Rotors, Tubes and Accessories Catalog (高性
能、高速、大容量ロー タ 、チ ューブおよび
ア ク セサ リ カ タ ログ)
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